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平成２３年第１回上富田町議会定例会会議録 

（第１日） 

○開会期日  平成２３年３月９日午前９時３０分 

○会議の場所  上富田町議会議事堂 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１１名） 

       １番  山 本 明 生        ２番  木 村 政 子 

       ３番  三 浦 耕 一        ４番  奥 田   誠 

       ５番  大 石 哲 雄        ６番  畑 山   豊 

       ７番  沖 田 公 子        ８番  榎 本   敏 

       ９番  木 本 眞 次       １１番  吉 田 盛 彦 

      １２番  井 澗   治 

                                            

 欠席議員（なし） 

                                            

○出席した事務局職員は次のとおり 

事 務 局 長  福 田   誠  局 長 補 佐 嵯 峨 紀 子  

                                            

○地方自治法第１２１条による出席者は次のとおり 

町 長  小 出 隆 道   副 町 長  平 見 信 次  

教 育 委 員 長  木 村 悌 吉   教 育 長  谷 本 圭 司  

会計管理者  浦   勝 明   総務政策課長  和 田 幸太郎  

総務政策課 
企 画 員 

 薮 内 昭 孝   総務政策課
企 画 員

 深 見 芳 治  

総務政策課 
企 画 員 

 
薮 内 博 文   

総務政策課
企 画 員

 
山 本 敏 章  

総務政策課 
企 画 員 

 
家 高 英 宏   住民生活課長

 
廣 井 哲 也  

住民生活課 
企 画 員 

 
福 田   稔   

住民生活課
企 画 員

 
福 田 睦 巳  

住民生活課 
企 画 員 

 
谷 本 芳 朋   

住民生活課
企 画 員

 
原   宗 男  
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税 務 課 長 
 

和 田 精 之   産業建設課長
 

脇 田 英 男  

産業建設課 
企 画 員 

 
平 田 隆 文   

産業建設課
企 画 員

 
植 本   亮  

産業建設課 
企 画 員 

 
三 栖 啓 功   上下水道課長

 
木 村 勝 彦  

上下水道課 
企 画 員 

 
植 本 敏 雄   

教 育 委 員 会
総 務 課 長

 
笠 松 眞 年  

教 育 委 員 会 
生涯学習課長 

 
山 崎 一 光   

                                            

○本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

  日程第 ２ 会期の決定について 

  日程第 ３ 諸般の報告 

  日程第 ４ 推薦第 １号 上富田町農業委員会委員の推薦について 

  日程第 ５ 議案第 ２号 上富田町税条例の一部を改正する条例 

  日程第 ６ 議案第 ３号 上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

  日程第 ７ 議案第 ４号 上富田町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

  日程第 ８ 議案第 ５号 職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第 ９ 議案第 ６号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第１０ 議案第 ７号 上富田町特別会計条例の一部を改正する条例 

  日程第１１ 議案第 ８号 上富田町砂利企業基金条例を廃止する条例 

  日程第１２ 議案第 ９号 上富田町共同汚水処理施設の設置及び使用に関する条例 

               を廃止する条例 

  日程第１３ 議案第１０号 上富田町共同汚水処理施設基金条例を廃止する条例 

  日程第１４ 議案第１１号 上富田町共同作業場設置条例の一部を改正する条例 

  日程第１５ 議案第１２号 上富田町共同作業場基金条例 

  日程第１６ 議案第１３号 上富田町住民生活に光をそそぐ基金条例 

  日程第１７ 議案第１４号 上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を 

               改正する条例 

  日程第１８ 議案第１５号 上富田町地域福祉センターの指定管理について 

  日程第１９ 議案第１６号 平成２２年度上富田町一般会計補正予算（第６号） 

  日程第２０ 議案第１７号 平成２２年度上富田町特別会計老人保健補正予算 

               （第１号） 
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  日程第２１ 議案第１８号 平成２２年度上富田町特別会計町営砂利採取砕石事業 

               補正予算（第２号） 

  日程第２２ 議案第１９号 平成２２年度上富田町特別会計宅地造成事業補正予算 

               （第３号） 

  日程第２３ 議案第２０号 平成２２年度上富田町特別会計共同汚水処理施設事業 

               補正予算（第２号） 

  日程第２４ 議案第２１号 平成２３年度上富田町一般会計予算 

  日程第２５ 議案第２２号 平成２３年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算 

  日程第２６ 議案第２３号 平成２３年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算 

  日程第２７ 議案第２４号 平成２３年度上富田町特別会計介護保険予算 

  日程第２８ 議案第２５号 平成２３年度上富田町特別会計宅地造成事業予算 



－ 4 － 

△開  会  午前９時３０分 

○議長（奥田 誠） 

  皆さん、おはようございます。 

  平成２３年第１回定例会を開催するにあたりまして、議員各位のご出席をいただきま

したこと、開会できますことを厚くお礼申し上げます。 

  ただいまの出席議員は１１名であります。 

  定足数に達しておりますので、ただいまから平成２３年第１回上富田町議会定例会を

開会します。 

  これより暫時休憩をします。 

 

 休憩 午前９時３１分 

                           （表彰・伝達式） 

 再開 午前９時３７分 

 

○議長（奥田 誠） 

  再開します。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。 

                                           

△日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（奥田 誠） 

  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において９番、木本眞次

君、１１番、吉田盛彦君を指名します。 

                                           

△日程第２ 会期の決定 

○議長（奥田 誠） 

  日程第２ 会期の決定の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から３月１８日までの１０日間にしたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（奥田 誠） 
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  異議なしと認めます。 

  よって、会期は１０日間に決しました。 

                                           

△日程第３ 諸般の報告 

○議長（奥田 誠） 

  日程第３ 諸般の報告をさせます。 

  事務局長。 

○議会事務局長（福田 誠） 

  諸般の報告をいたします。 

  平成２２年１２月定例会以降の議員活動、並びに議員派遣の件、及び地方自治法第１

２１条の規定により出席要求した平成２３年３月定例会の説明員については、お手元に

配付していますのでよろしくお願いいたします。 

  また、今定例会までに提出のありました「拉致被害者全員救出の取り組みを推進する

意見書の提出を求めた要望書」につきましても、写しをお手元に配付していますのでお

目通しください。 

  なお、平成２２年１２月定例会において可決されました「ＴＰＰ交渉参加反対に関す

る意見書」と「独立行政法人国立病院機構南和歌山医療センターの充実を求める意見

書」につきましては、各関係機関に平成２２年１２月２０日付で送付しましたので、ご

報告いたします。 

  次に、本定例会の一般質問の通告の締め切りにつきましては、明日、３月１０日午後

３時までとなっていますので、質問内容を具体的に記入の上、通告されますようお願い

いたします。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

○議長（奥田 誠） 

  これで諸般の報告を終わります。 

  町長より発言を求められていますので、これを許可します。 

  町長、小出君。 

○町長（小出隆道） 

  おはようございます。 

  本日、ここに平成２３年第１回上富田町議会定例会を招集しましたところ、議員各位

におかれましては、公私ともまことにお忙しい中、ご参集を賜りまして厚くお礼を申し

上げます。また、平素は、町政発展のために格別のご尽力とご協力を賜り、重ねて感謝

を申し上げます。 
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  さて、先ほど全国町村議長会長より自治功労表彰を受けられました吉田盛彦議員さん

には心からお祝いを申し上げます。今回の受賞は、町村議会議員として２７年以上在職

され、地域の振興、発展及び住民福祉の向上に尽力された功績によるものであり、その

ご功績に対しましては心から敬意を表しますとともに、今後とも上富田町発展のために

一層のご尽力とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

  それでは、本定例会に上程しご審議をお願いします議案につきましては、条例の一部

改正が８件、条例の廃止が３件、条例の制定が２件、平成２２年度一般会計及び特別会

計補正予算が合わせて５件、平成２３年度一般会計及び特別会計予算が合わせて１３件、

指定管理者の指定についてが１件、工事請負契約の締結が１件、土地取得についてが１

件の合計３４件でございます。 

  なお、追加議案としましては人事案件を１件、本定例会中に上程させていただきます

ので、あわせてよろしくお願い申し上げます。 

  それでは、重要議案を提案するにあたりまして基本方針を申し上げ、議員各位のご理

解を賜りたいと存じます。 

  昨今、地方自治体を取り巻く社会経済状況はめまぐるしく変化し、行政需要はより一

層複雑化し、行財政状況はますます厳しくなるものと考えています。 

  特に、国民健康保険制度はこれからも守っていかなければならない制度でありますが、

高齢化社会では医療費の高騰は避けられません。現在のような市町村運営の国保制度で

は運営そのものが限界にきているように思われます。 

  私は、加入者の負担を軽減するために長期にわたり保険料の据え置きを行い、できる

限りの運営努力を重ねてまいりました。早期発見、早期治療が医療費抑制につながると

し、保健体制の充実を図り、検診業務の強化促進を図ってまいりました。結果としまし

ては、平成２１年度で１人当たりの、国民健康保険になりますけど、医療費は、みなべ

町と並んで県下で一番安くなっております。 

  しかし、そのような取り組みにもかかわらず、平成２１年度から特別会計国民健康保

険事業は保険料と高騰する医療費との収支バランスが取れなくなりまして、２，５１８

万９，０００円の赤字を出しております。 

  今後もこのような赤字体制が継続的に続くものと予測しており、市町村単位の国保制

度で限界ならば、現在、国で検討されています広域での国保運営への以降か、または保

険者間の共同事業的な財源確保ではなく、抜本的な国庫負担率の改善を含めた見直しが

必要と考え、郡町村会を通じて国へ要望していきたいと考えていますので、ご理解とご

協力をお願い申し上げます。 

  また、第４次上富田町総合計画につきましては、昨年の９月議会定例会において基本
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構想を議決していただき、現在、その基本構想で定めた目標を達成するために、具体的

な施策を総合的かつ体系的に示した基本計画案を作成し、本年１月には議員各位にお示

しし、また２月には、総合計画審議会でご説明後、２月８日から２月２２日までの１５

日間、パブリックコメントを実施した結果、４名の方から意見等がありました。 

  今後は、パブリックコメントでのご意見等を踏まえまして各担当審議会でご議論いた

だき、３月下旬の審議会総会で基本計画の答申をいただければと考え、鋭意取り組んで

まいりますので、ご理解をお願い申し上げます。 

  次に、平成２３年度の国の地方財政対策によりますと、企業収益の回復等により、地

方税収入や地方交付税の原資となります国税収入が増加する一方、社会保障関係費の自

然増や公債費が高い水準で推移すること等により、定員純減や人事院勧告等の反映に伴

いまして給与関係経費が大幅に減少しても、なお依然として大幅な財源不足が生じるも

のと見込まれております。 

  一方、地域のことは地域で決める地域主権の確立に向けた制度改革に取り組むととも

に、地域に必要なサービスを確実に提供できるよう地方財政の所要の財源を確保し、地

域の活力を回復させていくこととされています。 

  しかし、景気低迷による法人町民税の大幅な減収となることなど、財源不足を補うた

めにできる限りの歳出抑制に努め、行政改革推進本部を中心に行財政改革に取り組み、

引き続き厳しい財政状況でありますが、効率的で持続可能な行政運営を行ってまいりま

す。 

  平成２３年度の一般会計当初予算の編成にあたり、さきの第１回臨時議会の冒頭で申

し上げましたとおり、本年度は第４次総合計画の初年度に当たることから、総合計画に

基づき編成をしております。 

  例えば、総合計画基本構想の中で、町の将来像としましては「みんなが学んで花ひら

く口熊野かみとんだ」という設定をしており、予算の目に従来の「口熊野まちづくり事

業費」を継承して「みんなが学んで花ひらく口熊野かみとんだ事業費」として新設し、

図書購入や国際交流協会等を設置するとともに、生徒が都市部の生徒と交流できる取り

組み事業費等を措置しております。 

  なお、引き続き事務事業の見直し等行財政改革を進めている中で、扶助費や一部事務

組合の負担金等が増加していること、また歳入歳出とも１年間を見通した決算に近い額

での編成方針で編成した関係で、減債基金等を取り崩したものとなっております。 

  財政の厳しさをまず職員みずからが再認識するとともに、議員、町民の皆様にもこの

趣旨をご理解いただき、ご協力を得たいものと思っております。 

  なお、予算執行にあたりましては、監査委員からの指摘事項等を十分に反映し取り組
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んでまいりますので、何とぞご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

  それでは、平成２３年度の一般会計当初予算の概要を説明申し上げます。 

  予算総額は、５７億２，６００万円と定めております。対前年度比と比較しますと、

２億６，６００万円、４．９％の増となっております。これは、統合保育所の建設費等

を措置したことによるものでございます。 

  性質別内訳としましては、人件費では８億４，２８０万６，０００円、構成比１４．

７％、対前年度比では２．１％の減となります。物件費では７億９，４５１万円、構成

比では１３．９％、対前年度比では１８．２％の増、補助費等では７億６，８０７万５，

０００円、構成比では１３．４％、対前年度比では１３．６％の減、扶助費では８億７，

６８３万３，０００円、構成比では１５．３％、対前年度比では５．９％の増、公債費

では７億２，６５４万８，０００円、構成比で１２．７％、対前年度比で７．６％の減、

繰出金で７億６，９５４万７，０００円、構成比で１３．４％、対前年度比では２．

２％の減、その他で３，２７２万６，０００円、構成比で０．６％であります。また、

投資的経費では９億１，４９５万５，０００円で、構成比で１６％、対前年度比では４

８％の増となっています。 

  続きまして、本年度の主な内容としましては、議会費では、地方議会議員年金制度が

本年６月１日に廃止されることに伴いまして、経過措置としまして給付に要する負担経

費を措置しています。 

  総務費では、共同汚水処理施設の解体設計費及び整備費に３，５００万円、無線シス

テム普及支援事業費等補助金に３００万円、みんなが学んで花ひらく口熊野かみとんだ

事業費としましては、既存の事業及び児童、生徒への図書購入費、国際交流協会補助金

等で１，２４９万６，０００円、昨年に引き続き、県の緊急雇用創出事業臨時特例基金

を活用した事業費で２，９８９万３，０００円、ＬＥＤ防犯灯導入推進事業費２８２万

２，０００円、住民生活に光をそそぐ交付金事業で１５３万６，０００円、住民基本台

帳法改正により、外国人住民を住民基本台帳法の適用対象に加えるとされたことに伴う

住民基本台帳システム改修費に１，８５０万円を措置しています。 

  民生費では、岡高齢者地域優良賃貸住宅補助金３００万円、これは以前にも説明して

おります高齢者専用住宅に対する補助金で、下水道の移管が必要になりまして、この費

用として３００万円ほど見込んでおります。国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療

の特別会計への繰出金としましては４億８，３２１万１，０００円、統合保育所建設事

業費では３億９，１４０万円、児童措置費では子ども手当３億７，６３８万円等を措置

しております。 

  衛生費では、公立紀南病院組合負担金５，３９３万２，０００円、上大中清掃施設組
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合等一部事務組合負担金で１億４，７３５万１，０００円、広域廃棄物最終処分場候補

地選定調査業務委託料２４０万６，０００円、また平成２２年度に引き続き、子宮頸が

ん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンを含む各種予防接種及び各種

検診委託料６，７０６万８，０００円を措置していますが、小児用肺炎球菌ワクチンと

ヒブワクチンにつきましては、接種後に乳幼児が相次いで死亡したという新聞報道を踏

まえまして、国の方針が決まるまで当面は接種は見合わせることとしています。 

  先日来より担当がいろんな形で医療機関と相談しておりますけど、少し別の面から説

明させていただきます。ヒブ、小児用肺球ワクチンの対象者は７０７人あるらしいので

す。その中で接種された方は、ヒブで９５人、肺炎で９７人ということで報告を受けて

おりますけど、現在のところ異常は出ておりません。ただ、このことにつきまして、町

としましては、やはり国の方針とか県の方針を聞く必要があるということで、今後は国

や県の動向を見るということでご理解をいただけるようにお願いしたいと思います。 

  参考までに、子宮がんワクチンの接種対象者は８１名らしいのです。現在のところ２

０名が接種しているということでございますので、今後ともご理解をいただけるように

お願いしたいと思っております。 

  農林水産業費では、有害鳥獣駆除に対する団体補助金、有害捕獲補助金４７５万５，

０００円、上富田町農業振興協議会等への補助金５９２万４，０００円、特別会計農業

集落排水事業への繰出金は１億３，８１３万６，０００円、本年度、和歌山県で開催さ

れます第６２回全国植樹祭整備事業費として３２４万５，０００円等を措置しています。 

  商工費につきましては、商工会への補助金３３０万円、上富田町事業所等立地促進要

綱に基づく事業所等設置奨励金７４０万円を措置しております。 

  土木費では、管内図作製業務委託料で１，５００万円、道路橋梁の維持補修費２，６

００万円、公営住宅建設事業では、平成２２年度より組み替えました栗ケ谷住宅建築事

業費等３億６，１７５万９，０００円、また特別会計公共下水道事業への繰出金は１億

３，９２７万１，０００円等を措置しています。 

  消防費では、災害発生時の速やかな対応のために自主防災組織育成事業補助金として

１００万円、消防事務業務委託料２億２，２７６万４，０００円等を措置しています。 

  教育費では、各小学校の職員室等への空調設備借上料２００万円、これはリースのよ

うな格好で、分割の中の２００万円ということでご理解をいただきたいと思います。放

課後児童対策事業に１，９３３万２，０００円、また地域活性化のための紀州口熊野マ

ラソン等イベント補助金についても措置しております。 

  公債費では、長期債償還金及び利子として、昨年度に比べて５，９６４万７，０００

円減の所要額７億２，６６１万１，０００円を見込んでおります。 
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  一方、歳入におきましては、町税で対前年度比５７９万８，０００円増の０．４％増

になりますけど、１３億７，８４９万円、地方交付税では、対前年度比で１億１，００

０万円増、６．７％増になりますけど、１７億６，０００万円、国・県支出金では１１

億９７３万１，０００円、繰入金では１億６，４５０万１，０００円、町債では対前年

度比１億２，９１０万円増の、これは１９．４％増になりますけど、７億９，５４０万

円と、その他５億１，７８７万８，０００円を見込んでおります。 

  財源区分的には、自主財源では１７億５，８０６万５，０００円、３０．７％になり

ます。依存財源では３９億６，７９３万５，０００円、６９．３％となります。 

  以上が、平成２３年度一般会計当初予算案の主な内容であります。 

  続きまして、議案の日程に従いましてご説明を申し上げます。 

  議案第２号は、上富田町税条例の一部を改正する条例であります。この議案につきま

しては、納税者間の不公平感をなくすため、平成２４年度より報奨金制度を廃止する改

正及び軽自動車税等の減免申請の期間を納期限までとする改正であります。 

  議案第３号は、上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例で、この議案は、

国民健康保険税の減免申請の期限を納期限までとする改正であります。 

  議案第４号は、上富田町国民健康保険条例の一部を改正する条例であります。この議

案につきましては、健康保険法施行令の一部改正に伴う出産一時金の引き上げを改正す

るものであります。 

  議案第５号は、職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例であります。今回の

改正は、時間外労働の割増賃金等に関する労働基準法の改正を踏まえ、職員の時間外勤

務手当の規定について、時間外勤務手当の支給割合の引き上げ及び時間外勤務代休指定

制度の２項を追加改正するものであります。 

  議案第６号は、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例であります。地

方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律が平成２２年６月３０日に施

行され、職員の配偶者の就業の有無や育児休業の取得の有無等の状況にかかわりなく、

育児休業や育児短時間勤務等を取得することができるよう条件が緩和されたことに伴い

まして、所要の規定の整備を行うものでございます。 

  議案第７号は、上富田町特別会計条例の一部を改正する条例であります。本議案につ

きましては、上富田町特別会計町営砂利採取砕石事業、上富田町特別会計共同汚水処理

施設事業及び上富田町特別会計老人保健の３会計につきまして、平成２３年３月３１日

をもって事業を廃止することに伴いまして規定の整備を行うものでございます。 

  議案第８号、上富田町砂利企業基金条例を廃止する条例、議案第９号は、上富田町共

同汚水処理施設の設置及び使用に関する条例を廃止する条例及び議案第１０号、上富田
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町共同汚水処理施設基金条例を廃止する条例につきましては、議案第７号の上富田町特

別会計条例の一部を改正する条例で事業を廃止することに伴いまして、関連する本条例

を廃止するものであります。 

  議案第１１号は、上富田町共同作業場設置条例の一部を改正する条例であります。有

限会社渡辺ウッドライフと管理委託契約を締結したことにより「上富田町立園芸土共同

作業場」から「上富田町立木材加工共同作業場」に名称変更する改正であります。 

  議案第１２号は、上富田町共同作業場基金条例であります。この議案につきましては、

議案第１１号の上富田町共同作業場設置条例の一部を改正する条例の関連で、有限会社

渡辺ウッドライフからの使用料及び上富田町立土壌改良剤製造共同作業場を紀南河川国

道事務所に有償にて締結する管理委託契約に伴う使用料につきまして、施設の管理運営

に要する資金に充てるため、本条例を設置するものであります。 

  議案第１３号は、上富田町住民生活に光をそそぐ基金条例であります。この議案につ

きましては、国の平成２２年度補正予算（第１号）で創設されました住民生活に光をそ

そぐ交付金事業の交付金を基金として積み立て、平成２３年度から２年間で対象事業の

財源として充当するため、本条例を設置するものでございます。 

  議案第１４号は、上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例であります。この議案につきましては、上富田スポーツセンター多目的グラウンドを

夜間照明付人工芝生コートに形状変更したこと並びに多目的グラウンドに隣接するクラ

ブハウスの新設により、球技場、屋内イベント広場、多目的グラウンドの施設維持のた

めの使用料の増額改正であります。 

  議案第１５号は、上富田町地域福祉センターの指定管理についてであります。上富田

町地域福祉センターにつきましては、平成１８年４月１日から社会福祉法人上富田町社

会福祉協議会を指定管理者として指定しておりますが、その指定期間が平成２３年３月

３１日までとなっています。今回、福祉センターの設置の目的で、効果的かつ効率的に

福祉事業を継続的に展開を図っていくことから、上富田町公の施設に係る指定管理者の

指定手続等に関する条例第５条の規定によりまして、社会福祉法人上富田町社会福祉協

議会を指定管理者として引き続き指定するものであります。 

  なお、指定の期間につきましては、平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日ま

での５カ年間としております。 

  議案第１６号は、平成２２年度上富田町一般会計補正予算（第６号）であります。今

回、既定額から３億３，０２４万８，０００円を減額し、予算総額を５９億８，９５７

万３，０００円と定めています。 

  補正予算の概要は、総務費では、地域活性化・住民生活に光をそそぐ交付金事業で、
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ＤＶ対策、児童虐待等相談員設置事業として平成２３年度、平成２４年度での事業が認

められましたので、住民生活に光をそそぐ基金積立に２９７万円を措置しております。 

  民生費では、心身障害者グループホーム運営事業補助金２００万円を減額し、公立紀

南病院組合負担金１，２３１万１，０００円及び障害福祉サービス費８２０万５，００

０円を増額しています。 

  土木費では、３億６，２３９万４，０００円の減額で、その内容につきましては、社

会資本整備総合交付金事業費で２，３６４万７，０００円を減額し、公営住宅建設事業

費では、栗ケ谷住宅の建設を平成２３年度に組み替え３億３，８７４万７，０００円を

減額しております。 

  教育費では、文化会館の修繕費で２００万円を追加し、スポーツセンター改修費では

３，８９９万２，０００円を減額しております。 

  災害復旧費では、救馬谷地すべり対策費で４２０万円を減額しています。 

  一方、歳入につきましては、議案第７号の上富田町特別会計条例の一部を改正する条

例との関連で、特別会計３会計の廃止に伴いまして、特別会計砂利採取砕石事業より２

０５万９，０００円、特別会計老人保健より１０９万円の繰り入れを行います。また、

特別会計共同汚水処理施設事業より６，４５３万１，０００円の繰り入れを行い、財政

調整基金に全額積み立てることにしております。 

  次に、議案第１７号の平成２２年度上富田町特別会計老人保健補正予算（第１号）、

議案第１８号、平成２２年度上富田町特別会計町営砂利採取砕石事業補正予算（第２

号）及び議案第２０号、平成２２年度上富田町特別会計共同汚水処理施設事業補正予算

（第２号）につきましては、平成２３年３月３１日をもって事業を廃止するため、決算

額を見込んだ補正を行っております。 

  議案第１９号は、平成２２年度上富田町特別会計宅地造成事業補正予算（第３号）で

ございます。今回、既定額に６，５００万円を追加し、予算総額を２億９，０３５万８，

０００円と定めております。今回、大内谷・南紀の台等残土処理工事費として追加補正

しています。 

  次に、議案第２２号につきましては、平成２３年度上富田町特別会計国民健康保険事

業予算であります。歳入歳出総額を１９億４４万円と定めています。 

  給付費の伸びが大きく、また平成２１年度より赤字運営となり、段階的な国民健康保

険税の引き上げを行っていますが、平成２３年度においても引き続き値上げを余儀なく

されることになりました。 

  過日、国民健康保険運営協議会におきまして値上げのご承認をいただいておりますが、

税率等につきましては、現在、所得の申告中であること、また資産割の引き下げを視野
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に入れた税改定を検討中でございます。平成２２年の所得が確定した段階で税改定の試

算を行い、再度、運営協議会を開催し、値上げ幅とか税率等について協議をいただき、

その結果をもって６月定例会に条例改正案を上程することになりますので、ご理解をお

願い申し上げます。 

  議案第２３号、平成２３年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算から議案第３３号、

平成２３年度西牟婁郡公平委員会予算までの１１議案につきましては、一般会計の予算

編成方針に基づき編成しています。担当課長、企画員により概要を説明させますので、

よろしくお願いします。 

  議案第３４号は、工事請負契約の締結について（平成２２年度 第５号 上水道事業 

中央監視設備改良工事）であります。中央監視設備につきましては、第１浄水場及び役

場上下水道課内に設置しておりますけど、第１浄水場では設置後３０年が経過し、また

役場監視室につきましても２０年が経過しています。 

  そうした中、主要な装置の数多くが保守限界となっており、今回、安全な水を安定的

に供給するための施設整備の一環として中央監視設備一式の改良を行う工事でございま

す。５社による指名競争入札により横河電機株式会社関西支社と１億３，２３０万円で

契約を締結するものであります。 

  なお、本工事につきましては、本年度より３年間の債務負担行為により、実施してま

いります。 

  議案第３５号は、土地取得についてであります。今回、統合保育所建設用地として上

富田町岩田字大坊１５００番の１９ほか８筆で７，９２９．９７平方メートルを１億６，

０８５万４３０円で取得するものであります。 

  以上が、本定例会に上程します諸議案の概要であります。詳細につきましては、担当

課長並びに企画員より説明しますので、ご審議の上、ご承認賜わりますよう何とぞよろ

しくお願いします。 

  最後になりましたが、本年度の職員体制につきましては、５名の新規職員の採用を予

定しておりましたが、６名の管理職を含む９名の退職があります。 

  本年４月１日から町職員が県行政に、また県の若手職員が町の行政課題に取り組むこ

とにより、人材の育成と相互間のより緊密な人的ネットワークの構築を図ることを目的

に、県と町との人事交流として職員１名を交流することとしていますし、行政経験豊富

な県職員１名の派遣受け入れも計画しております。 

  また、後期高齢者広域連合へ１名派遣していました職員が帰任することになりますが、

自治労和歌山県本部から２年間の専従職員１名の派遣要請が職員組合にありまして、職

員組合の申し出により、派遣することとしております。こうしたことから、職員数につ
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きましては、平成２２年４月１日現在１２０名が平成２３年４月１日現在では１１６名

の４名の減員になりますが、不足する部署につきましては、臨時職員を採用することで

当面は乗り切りたいと考えています。 

  しかしながら、継続して行財政改革の推進を図り、事務事業の遂行と住民サービスの

向上に努める所存でありますので、議員各位におかれましては、ご理解と変わらぬお力

添えをお願い申し上げまして、あいさつとさせていただきます。 

                                           

△日程第４ 推薦第１号 

○議長（奥田 誠） 

  日程第４ 推薦第１号、上富田町農業委員会委員の推薦についての件を議題とします。 

  今回、農業委員会の委員の任期満了により、３名の方を議会推薦することになります

が、このうち議会議員の推薦については、地方自治法第１１７条の規定により、除斥の

対象となります。畑山 豊君を除斥したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（奥田 誠） 

  異議なしと認めます。 

  よって、畑山 豊君を除斥することに決しました。畑山 豊君の退場を求めます。 

（６番 畑山 豊君 退席） 

○議長（奥田 誠） 

  事務局より朗読をさせます。 

  事務局長。 

○議会事務局長（福田 誠） 

  朗読いたします。 

  推薦第１号、上富田町農業委員会委員の推薦について、農業委員会等に関する法律第

１２条第２号の規定による議会推薦の農業委員に下記の者を推薦する。 

  記。 

  推薦人数（学識経験を有する者）３人。 

  氏名、住所、生年月日については次のとおりであります。 

  田中 徹、上富田町下鮎川１４１番地、昭和１８年１２月１４日。 

  植本政則、上富田町生馬１０４１番地、昭和２９年１月２６日。 

  畑山 豊、上富田町朝来３３１１番地の１、昭和２３年３月４日。 

  平成２３年３月９日、上富田町議会議長。 

  以上です。 
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○議長（奥田 誠） 

  ただいま事務局より朗読したとおりです。 

  お諮りします。 

  ただいま議題となっています上富田町農業委員会委員に田中 徹君、植本政則君、畑

山 豊君を推薦することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（奥田 誠） 

  異議なしと認めます。 

  よって、ただいま発表しました３名の方を上富田町農業委員会委員に推薦することに

決しました。 

  暫時休憩をします。 

 

 休憩 午前１０時１５分 

                           （６番 畑山 豊君 着席） 

 再開 午前１０時１６分 

 

○議長（奥田 誠） 

  再開します。 

  上富田町農業委員会委員の推薦については、ただいまお手元に配付していますとおり

決定いたしましたので、ご報告をいたします。 

                                           

△日程第５ 議案第２号～日程第３８ 議案第３５号 

○議長（奥田 誠） 

  この際、日程第５ 議案第２号、上富田町税条例の一部を改正する条例の件から日程

第３８ 議案第３５号、土地取得についての件まで、３４件を一括議題といたします。 

  当局より提案理由の説明を求めます。 

  税務課長、和田君。 

○税務課長（和田精之） 

  おはようございます。よろしくお願い申し上げます。 

  それでは、議案第２号及び第３号についてご説明申し上げます。 

  議案第２号、上富田町税条例の一部を改正する条例。 

  上富田町税条例の一部を別紙のように改正する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 
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  次のページをお願いします。 

  上富田町税条例の一部を改正する条例（案）。 

  上富田町税条例の一部改正。 

  第１条、上富田町税条例の一部を次のように改正する。 

  この条例案は、２点の改正をお願いするものです。 

  まず１点目は、個人の住民税につきまして、平成２１年１０月より年金特徴が実施さ

れ、また平成２３年度より県下一斉に給与所得者に対して特別徴収を実施することによ

りまして納税者間の不公平をなくすために、平成２４年度より前納報奨金制度を廃止す

るものです。これに合わせて、固定資産税の前納報奨金制度を廃止するものです。 

  ２点目は、和歌山県が平成２２年度より自動車税の減免申請の期間を納期限までと改

正いたしました。当町におきましても、軽自動車税の減免申請の期間を納期限までと改

正するものです。税の公平の観点から、他の町税の減免申請の期間もあわせて改正する

ものです。 

  第４２条第２項につきましては、個人の町民税の前納報奨金制度を廃止するものです。 

  第５１条第２項につきましては、町民税の減免申請の期間を納期限までとするもので

す。 

  第７０条第２項につきましては、固定資産税の前納報奨金制度を廃止するものです。 

  第７１条第２項、第８９条の第２項、第９０条第２項及び第３項、第１３９条の２第

２項につきましては、固定資産税、軽自動車税、特別土地保有税の減免申請の期間を納

期限までとするものです。 

  なお、附則で、個人の町民税及び固定資産税の前納報奨金制度の廃止につきましては、

平成２４年４月１日からと定めています。 

  参考資料としまして、２ページから６ページに新旧対照表を添付していますので、ご

参照ください。 

  ご承認賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、議案第３号をご説明申し上げます。 

  議案第３号、上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

  上富田町国民健康保険税条例の一部を別紙のように改正する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（案）。 

  上富田町国民健康保険税条例の一部改正。 

  第１条、上富田町国民健康保険税条例の一部を別紙のように改正する。 
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  この条例案は、税条例案と同様に、国民健康保険税の減免申請の期間を納期限までと

改正するものです。 

  参考資料としまして、２ページに新旧対照表を添付していますのでご参照ください。 

  ご承認賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（奥田 誠） 

  住民生活課長、廣井君。 

○住民生活課長（廣井哲也） 

  おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  議案第４号についてご説明いたします。 

  議案第４号、上富田町国民健康保険条例の一部を改正する条例。 

  上富田町国民健康保険条例の一部を別紙のように改正する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町国民健康保険条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

  第１条、上富田町国民健康保険条例の一部を次のように改正する。 

  第６条第１項中「３５０，０００円」を「３９０，０００円」に改める。 

  附則、この条例は、平成２３年４月１日から施行する。 

  これにつきましては、出産育児一時金に関する条例改正でございます。３５万円から

３９万円の引き上げにつきましては、平成２１年１０月１日から、少子化対策として、

経過措置期間をもって暫定的に既に実施しております。この間、附則の改正で運用して

きましたが、この３月末で経過措置期間も終了いたします。正式に３９万円に施行令が

改正されますので、今回本則の改正をお願いしたいと思っております。 

  なお、参考資料につきましては、次の２ページに添付しておりますので、お目通しを

よろしくお願いいたします。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願いいたします。 

○議長（奥田 誠） 

  総務政策課長、和田君。 

○総務政策課長（和田幸太郎） 

  おはようございます。それでは、議案第５号から議案第７号までについてご説明申し

上げます。 

  議案第５号、職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例。 

  職員の給与等に関する条例の一部を別紙のように改正する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 
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  次のページをお願いいたします。 

  職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  職員の給与等に関する条例の一部改正。 

  第１条、職員の給与等に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第１６条の次に２項を加えるとしてございます。 

  今回の改正につきましては、時間外労働の割増賃金等に関する労働基準法の改正を踏

まえ、職員の時間外勤務手当の規定について、時間外勤務手当の支給割合の引き上げ及

び時間外勤務代休指定制度の新設の２項を追加改正するものでございます。 

  ２項の改正につきましては、時間外勤務手当の支給割合について、１カ月６０時間を

超える超過勤務に係る時間外勤務手当の支給割合を、現行の１００分の１２５から１０

０分の１５０に、また、その勤務が午後１０時から翌日の午前５時までの場合は１００

分の１５０から１００分の１７５に引き上げるものでございます。このように、支給割

合の引き上げによる経済的負担を加重することによって、特に長い時間外労働を強力に

抑制することを目的としたものでございます。 

  第３項につきましては、超過勤務を命ぜられた職員に休息の機会を与えることにより、

職員の健康を確保するということを目的とし、時間外勤務手当の支給割合の引き上げ分

の支給にかえて、正規の勤務時間において勤務することを要しない日、または時間外代

替休暇を指定することができることとし、その分の時間外勤務手当の支給を要しないと

するものでございます。 

  なお、附則で、施行日を平成２３年４月１日から施行するとしてございます。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、議案第６号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例。 

  職員の育児休業等に関する条例の一部を別紙のように改正する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例。 

  第１条、職員の育児休業等に関する条例の一部を次のように改正する。 

  今回の改正につきましては、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正が平成

２２年６月３０日に施行され、今回、職員の配偶者の就業の有無や育児休業の取得の有

無等の状況にかかわりなく、育児休業や育児短時間勤務並びに部分休業を取得すること

ができるよう条件が緩和されたことに伴い、所要の規定の整備を行うものでございます。 

  それでは、参考資料３ページからの新旧対照表で改正内容についてご説明申し上げま
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す。 

  第２条の改正につきましては、職員の配偶者の就業の有無や育児休業の取得の有無等

の状況にかかわりなく、職員は育児休業をすることができることとする改正で、及び非

常勤職員並びに臨時的に任用される職員に関する規定の整備でございます。 

  第２条の２の規定につきましては、新設の規定であり、地方公務員の育児休業法に、

子供を出生の日及び産後８週間の期間中に最初に育児休業（通称産後パパ育休）をした

職員は、特別な事情がなくても再び育児休業ができるようにするもので、その期間につ

いて、法律から条例に委任されて期間を定めるようになっています。条例で５７日間と

したものでございます。 

  第３条第１号の改正につきましては、第５条の改正に伴う規定の整備でございます。 

  第４号の改正につきましては、夫婦が交互に育児休業等をしたかどうかにかかわりな

く、職員が育児休業等計画書を提出して最初の育児休業した後、３月以上経過した場合

に再度の育児休業をすることができることとする改正でございます。 

  ４ページをお願いいたします。 

  第３条第５号の改正につきましては、育児休業法が改正されたことに伴う字句の整備

でございます。 

  第５条の改正につきましては、現行の第１号を削除する改正で、すなわち職員以外の

子供の親が常態としてその子を養育することとなった場合でも、育児休業の取り消し自

由にあたらないこととする改正でございます。 

  第９条の改正につきましては、職員の配偶者の就業の有無や育児休業の取得の有無等

の状況にかかわりなく、職員は育児短時間勤務をすることができることとする改正並び

に非常勤職員及び臨時的に任用される職員に関する規定の整備でございます。 

  第１０条の改正につきましては、育児短時間勤務の終了の日の翌日から起算して１年

を経過しない場合に育児短時間勤務をすることができる特別事情の改正で、第１号の改

正につきましては、第１３条の改正に伴う規定の整備でございます。 

  ５ページをお願いいたします。 

  第５号の改正につきましては、夫婦が交互に育児休業等をしたかどうかにかかわりな

く、職員が育児休業等計画書を提出して最初の育時短時間勤務をした後、３月以上を経

過した場合に、前回の育児短時間勤務の終了から１年以内であっても、育児短時間勤務

をすることができることとする改正でございます。 

  第１３条の改正につきましては、職員が育児短時間勤務により子供を養育している時

間に職員以外の子供の親がその子供を養育することができることとなった場合でも、育

児短時間勤務の取り消し事由にはあたらないこととする改正でございます。 
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  第１９条の改正につきましては、職員の配偶者の就業の有無や育児休業の所得の有無

等の状況にかかわりなく、職員は部分休業をすることができることとする改正並びに非

常勤職員に関する規定の整備でございます。 

  ６ページをお願いいたします。 

  第２０条の改正につきましては、部分休業の承認規定で、育児休業法が改正されたこ

とに伴う字句の整備でございます。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願いを申し上げます。 

  続きまして、議案第７号、上富田町特別会計条例の一部を改正する条例。 

  上富田町特別会計条例の一部を別紙のように改正する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町特別会計条例の一部を改正する条例（案）。 

  上富田町特別会計条例の一部改正。 

  第１条、上富田町特別会計条例の一部を次のように改正する。 

  これにつきましては、本年３月３１日をもって、特別会計町営砂利採取砕石事業、特

別会計共同汚水処理施設事業及び特別会計老人保健の３特別会計を廃止するものでござ

います。 

  特別会計町営砂利採取砕石事業につきましては、富田川の河床低下を図るため、昭和

３８年度から事業を起こし、長年にわたり富田川の河床整備、また大芝地区補助整備事

業と並行して原石採取を行い、治水対策等に大きく貢献する一方、町財源の確保と地域

住民の発展に寄与してきました。しかしながら、近年、河川原石、陸砂利の確保が難し

く、また砂利事業が減少しているため、事業を廃止するものでございます。 

  特別会計共同汚水処理施設事業は、昭和５０年から丹田台造成に伴い、昭和５７年９

月から丹田台地区の共同汚水処理施設として使用してきましたが、平成２２年５月に公

共下水道に接続し、処理施設の役目を終えてございます。今回、平成２３年３月３１日

をもって事業を廃止するものでございます。なお、剰余金、未収金等につきましては、

平成２３年度以降一般会計で処理することとしてございます。 

  特別会計老人保健は、平成２０年４月１日から後期高齢者医療制度が始まり、特別会

計後期高齢者医療が設置されたことで、それまでの特別会計老人保健の設置義務につき

ましては、医療機関における老人保健の診療報酬の請求に係る消滅時効の期間が平成２

２年度末であることから、法律上でも平成２２年度末をもって設置義務は終了すること

となります。上富田町における老人保健制度終了前の会計規模は、平成２２年度におい

て３９８万８，０００円程度と小規模であり、平成２３年度以降は一般会計で処理を行
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うこととし、特別会計老人保健を排除するものでございます。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（奥田 誠） 

  １０時４５分まで休憩をします。 

 

 休憩 午前１０時３５分 

 

 再開 午前１０時４５分 

 

○議長（奥田 誠） 

  再開します。 

  引き続き、提案理由の説明を求めます。 

  産業建設課長、脇田君。 

○産業建設課長（脇田英男） 

  おはようございます。それでは、私の方から議案第８号についてご説明申し上げます。 

  議案第８号、上富田町砂利企業基金条例を廃止する条例。 

  上富田町砂利企業基金条例を廃止する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町砂利企業基金条例を廃止する条例（案）。 

  上富田町砂利企業基金条例は廃止する。 

  附則、この条例は平成２３年４月１日から施行する。 

  この条例は、昭和４４年に砂利企業の資金を確保するために制定されたものでありま

すが、議案第７号の上富田町特別会計条例の一部を改正する条例でご説明しましたよう

に、平成２３年３月３１日をもって上富田町特別会計町営砂利採取砕石事業を廃止する

ことに伴い、本基金条例を廃止するものであり、剰余金等につきましては一般会計で処

理することにしています。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願いいたします。 

○議長（奥田 誠） 

  上下水道課長、木村君。 

○上下水道課長（木村勝彦） 

  議案第９号、議案第１０号についてご説明を申し上げます。 

  議案第９号、上富田町共同汚水処理施設の設置及び使用に関する条例を廃止する条例。 
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  上富田町共同汚水処理施設の設置及び使用に関する条例を廃止する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町共同汚水処理施設の設置及び使用に関する条例を廃止する条例（案）。 

  上富田町共同汚水処理施設の設置及び使用に関する条例は廃止する。 

  附則、この条例は平成２３年４月１日から施行する。 

  本条例は、昭和５７年に生活排水処理施設として丹田台共同汚水処理施設の設置及び

使用に関する基準を定め、生活環境衛生の適正化を期することを目的として制定された

ものでありますが、議案第７号の上富田町特別会計条例の一部を改正する条例でご説明

しましたように、丹田台共同汚水処理施設は平成２２年５月に公共下水道に接続し、処

理施設の役目を終えており、平成２３年３月３１日をもって上富田町特別会計共同汚水

処理施設事業を廃止することに伴い、本条例を廃止するものであります。なお、剰余金

等につきましては一般会計で処理することとしております。 

  続きまして、議案第１０号、上富田町共同汚水処理施設基金条例を廃止する条例。 

  上富田町共同汚水処理施設基金条例を廃止する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町共同汚水処理施設基金条例を廃止する条例（案）。 

  上富田町共同汚水処理施設基金条例は廃止する。 

  附則、この条例は平成２３年４月１日から施行する。 

  本条例は、上富田町共同汚水処理施設の施設保全資金として制定したものであります

が、議案第７号の上富田町特別会計条例の一部を改正する条例でご説明しましたように、

平成２３年３月３１日をもって上富田町特別会計共同汚水処理施設事業を廃止すること

に伴い、本基金条例を廃止するものであり、剰余金等につきましては一般会計で処理す

ることとしております。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（奥田 誠） 

  総務政策課企画員、山本君。 

○総務政策課企画員（山本敏章） 

  おはようございます。それでは、私から議案第１１号と議案第１２号についてご説明

申し上げます。 

  議案第１１号、上富田町共同作業場設置条例の一部を改正する条例。 

  上富田町共同作業場設置条例の一部を別紙のように改正する。 
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  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町共同作業場設置条例の一部を改正する条例（案）。 

  上富田町共同作業場設置条例の一部改正。 

  第１条、上富田町共同作業場設置条例の一部を次のように改正する。 

  第２条中「上富田町立園芸土共同作業場」を「上富田町立木材加工共同作業場」に改

める。 

  なお、この改正につきましては、上富田町立園芸土共同作業場の管理委託契約を締結

しました相手方である有限会社渡辺ウッドライフが木材加工作業場として使用するため、

「上富田町立園芸土共同作業場」の名称を「上富田町立木材加工共同作業場」と改正す

るものでございます。 

  なお附則で、この条例につきましては平成２３年４月１日から施行するものとしてご

ざいます。 

  続きまして、議案第１２号、上富田町共同作業場基金条例。 

  上富田町共同作業場基金条例を別紙のように制定する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町共同作業場基金条例（案）。 

  第１条では、本庁の共同作業場の施設管理に要する資金に充てるため、上富田町共同

作業場基金を設置するとしています。 

  第２条では、基金として積み立てる額は、一般会計歳入歳出予算で定める額としてい

ます。 

  また、第６条では、基金は、共同作業場の施設管理のための経費の財源に充てる場合

に限り、予算の定めるところにより、その全部または一部を処分することができると定

めています。 

  附則として、この条例は２３年４月１日から施行するものとしてございます。 

  なお、この基金条例につきましては、上富田町立園芸土共同作業場を有限会社渡辺ウ

ッドライフに、上富田町立土壌改良剤製造共同作業場を紀南河川国道事務所に対して、

有償による管理委託契約の締結に伴い、使用料を徴収します。この使用料を管理運営す

るために上富田町共同作業場基金条例を制定するものでございます。 

  以上、ご承認賜わりますよう、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（奥田 誠） 

  住民生活課長、廣井君。 
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○住民生活課長（廣井哲也） 

  それでは、議案第１３号についてご説明申し上げます。 

  議案第１３号、上富田町住民生活に光をそそぐ基金条例。 

  上富田町住民生活に光をそそぐ基金条例を別紙のように制定する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町住民生活に光をそそぐ基金条例（案）でございます。 

  第１条で、設置、住民生活に光をそそぐ交付金事業に要する経費の財源に充てるため、

上富田町住民生活に光をそそぐ基金を設置する。 

  第２条、積立、基金として積み立てる額は、次に掲げる額とする。 

  １号、住民生活に光をそそぐ交付金として交付された額。 

  ２号、前号に掲げる額のほか予算で定める額。 

  第３条は管理、第４条は運用益金の処理、第５条は繰替運用、第６条は処分、第７条

は委任を定めております。 

  附則、この条例は、公布の日から施行し、平成２３年３月１日から適用するというこ

とにしております。 

  この条例につきましては条文７条と附則で構成しております。本基金設置の理由でご

ざいますけれども、住民生活に光をそそぐ交付金事業のメニューの中に、ＤＶ、いわゆ

る家庭内暴力や児童虐待防止のための相談窓口開設がございます。今回、相談窓口で相

談を受けます相談員１名の人件費の補助採択をいただいております。設置場所は同交付

金で行う南紀の台小規模多機能施設を考えております。 

  ただ、交付金は、平成２２年度に交付されますが、事業は２３年度、２４年度と２年

間で実施する予定でございます。いったん基金に積むことがこの交付の条件となってお

り、本基金を設置したいと思います。 

  積立額は、職員１名の人件費２９７万円でございます。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（奥田 誠） 

  教育委員会生涯学習課長、山崎君。 

○教育委員会生涯学習課長（山崎一光） 

  議案第１４号をご説明申し上げます。 

  議案第１４号、上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例。 

  上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を別紙のように改正する。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 
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  次のページをお願いいたします。 

  上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正。 

  第１条、上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を次のように改正する。 

  今回の条例改正につきましては、スポーツセンター多目的グラウンドのＡコートの人

工芝敷設、クラブハウス建築、夜間照明設備設置に伴うスポーツセンター使用料の一部

改正でございます。 

  多目的グラウンドＡコートにつきましては、球技場及び多目的グラウンドＢコートと

同様の料金設定とし、さらに今後の施設運営、維持管理等を考慮しまして、多目的グラ

ウンドＡコート、Ｂコート、球技場及び屋内イベント広場の使用料を現状の２０％アッ

プの改正をするものでございます。 

  また、多目的グラウンドＡコートに夜間照明設備を設置いたしましたので、午後６時

以降の夜間使用における料金とクラブハウスの使用料について、追加改正をしてござい

ます。改正部分につきましては参考資料を添付してございますので、お目通しのほどよ

ろしくお願いいたします。 

  ご承認賜わりますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（奥田 誠） 

  住民生活課長、廣井君。 

○住民生活課長（廣井哲也） 

  議案第１５号についてご説明申し上げます。 

  議案第１５号、上富田町地域福祉センターの指定管理について。 

  上富田町地域福祉センターの指定管理について、別紙のとおり指定したいので地方自

治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求める。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町地域福祉センターの指定管理について（案）でございます。 

  上富田町公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例第５条の規定により、

上富田町地域福祉センターの指定管理者を次のとおり指定する。 

  記。 

  １．指定管理者の住所、名称及び代表者の氏名。 

  住所、和歌山県西牟婁郡上富田町朝来７５５番地の１。 

  名称、社会福祉法人上富田町社会福祉協議会。 

  代表者指名、会長宮本保治。 
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  ２．指定の期間。 

  平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日。 

  この５カ年間としております。 

  指定をいたしました理由につきましては、福祉センター設置の目的から、効果的かつ

効率的に福祉事業を継続的に展開を図っていただくことから、条例第５条の規定により

まして指定管理者として指定するものでございます。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（奥田 誠） 

  総務政策課企画員、深見君。 

○総務政策課企画員（深見芳治） 

  議案第１６号をご説明いたします。よろしくお願いいたします。 

  議案第１６号、平成２２年度上富田町一般会計補正予算（第６号）。 

  平成２２年度上富田町の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３億１，７９３万７，０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６０億１８８万４，０００円

とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  地方債の補正。 

  第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」です。 

  歳入では、１４款、国庫支出金で、既定額から、今回、１億４，９５５万６，０００

円を減額し、６億２，９４８万７，０００円と定めています。 

  １５款、県支出金は、既定額に１０２万８，０００円を追加、１８款、繰入金は、既

定額に７，９９９万１，０００円を追加、２１款、町債は、既定額から２億４，９４０

万円を減額。 

  歳入合計では、既定額から３億１，７９３万７，０００円を減額し、６０億１８８万

４，０００円と定めています。 

  次に、歳出では、２款、総務費では、既定額に、今回、６，７５０万１，０００円を

追加し、９億５，２９５万２，０００円と定めています。 
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  ３款、民生費は、既定額に５８３万７，０００円を追加、４款、衛生費は、既定額に

１，２３１万１，０００円を追加、７款、土木費は、既定額から３億６，２３９万４，

０００円を減額、９款、教育費は、既定額から３，６９９万２，０００円を減額、１０

款、災害復旧費は、既定額から４２０万を減額。 

  歳出合計では、既定額から、今回、３億１，７９３万７，０００円を減額し、６０億

１８８万４，０００円と定めてございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第２表 地方債補正」です。 

  今回、変更で、起債の目的、３、地方道路等整備事業につきましては、今回、限度額

を９８０万円減額し、４００万円としています。 

  ４、地域住宅交付金事業では、限度額を２億８１０万円減額し、１，６００万円とし

ています。 

  ６、上富田スポーツセンター改修事業では、限度額を３，１５０万円減額し、４，４

００万円としてございます。 

  起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と変更ございません。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳入歳出補正予算事項別明細書です。 

  １、総括につきまして、このページから７ページの明細につきましては、お目通しを

お願いいたします。 

  それでは、各内訳につきまして、歳出からご説明させていただきますので、１０ペー

ジをお願いいたします。 

  歳出につきまして、２款、総務費では、一般管理費で、財政調整基金積立金６，４５

３万１，０００円を追加しています。平成２２年度をもって廃止します特別会計共同汚

水処理施設事業からの繰入金を積み立てるものであります。なお、２３年度に処理施設

の解体等の整備に一部を充当することとしてございます。 

  住民生活に光をそそぐ交付金事業で、住民生活に光をそそぐ基金積立金２９７万円を

措置しています。国の住民生活に光をそそぐ交付金事業で、今年度、基金に積み立て、

２３、２４年度で事業実施を行います。 

  ３款、民生費の障害福祉費で、６２０万５，０００円の追加で、心身障害者グループ

ホーム運営事業補助金２００万円を減額し、障害福祉サービス費８２０万５，０００円

を追加しています。 

  社会・児童福祉医療費で、特別会計老人保健拠出金３６万８，０００円を減額してい

ます。 
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  ４款、衛生費の保健衛生総務費では、公立紀南病院組合負担金運営費１，２３８万１，

０００円を追加しています。 

  ７款、土木費の社会資本整備総合交付金事業で、橋梁塗装設計委託料及び工事請負費

で２，３６４万７，０００円を減額しています。 

  公営住宅建設事業費で、高雄住宅、中島住宅の工事費の精査及び栗ケ谷住宅の建築工

事、土地購入費の２３年度への組み替えにより、３億３，８７４万７，０００円を減額

しています。 

  ９款、教育費の文化会館運営費で、文化会館の修繕料２００万円を措置しています。 

  体育施設管理費で、３，８９９万２，０００円の減額です。 

  次のページをお願いいたします。 

  スポーツセンターの整備事業がほぼ完了しましたので、事業費の精査により減額して

ございます。 

  １０款、災害復旧費の単独災害復旧事業費で４２０万円の減額で、救馬谷地すべり対

策に係る精査により減額をしてございます。 

  次に、歳入をご説明させていただきますので、８ページをお願いいたします。 

  歳入につきましては、今回の補正に係る財源です。 

  １４款、国庫支出金で、民生費国庫負担金で、障害者自立支援給付費負担金４０５万

７，０００円を追加しています。 

  土木費国庫補助金で、１億５，６５８万３，０００円の減額で、栗ケ谷住宅に係る地

域住宅交付金１億１，５５０万円、公営住宅家賃収入補助金２，６７０円、橋梁塗装に

係る社会資本整備総合交付金１，４３８万３，０００円をそれぞれ減額してございます。 

  総務費国庫補助金で、地域活性化・住民生活に光をそそぐ交付金２９７万円を措置し

ています。 

  １５款、県支出金の民生費県負担金で、障害者自立支援給付費負担金２０２万８，０

００円を措置しています。 

  民生費県補助金で、心身障害者グループホーム運営事業補助金１００万円を減額して

ございます。 

  １８款、繰入金の財政調整基金繰入金で、１，２３１万１，０００円を措置してござ

います。 

  特別会計繰入金では、平成２２年度をもって廃止します３特別会計から剰余金を一般

会計が引き継ぐものでございまして、特別会計砂利採取砕石事業から２０５万９，００

０円、特別会計老人保健から１０９万円、特別会計共同汚水処理施設事業から６，４５

３万１，０００円の、合計６，７６８万円の繰入金を措置してございます。 
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  ２１款、町債では、土木債で、地方道路等整備事業債９８０万円、公営住宅建設事業

債２億８１０万円、教育債で、上富田スポーツセンター改修事業債３，１５０万円の、

合計２億４，９４０万円を減額してございます。 

  以上が今回の補正内容でございます。何とぞご承認賜わりますようよろしくお願い申

し上げます。 

○議長（奥田 誠） 

  住民生活課長、廣井君。 

○住民生活課長（廣井哲也） 

  私の方から、議案第１７号についてご説明させていただきます。 

  議案第１７号、平成２２年度上富田町特別会計老人保健補正予算（第１号）。 

  平成２２年度上富田町の特別会計老人保健補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２８９万７，０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０９万１，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  これは、平成２０年４月１日から後期高齢者医療制度が開始されまして、３年間の経

過措置で残りの事務処理を行ってきましたが、この３月末で本会計は廃止となります。

よって、この会計の補正予算は清算による補正予算でございますので、よろしくお願い

いたします。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

  歳入。 

  １款、支払基金交付金で、既定額から、今回、１９８万２，０００円を減額し、２，

０００円と定めております。 

  以下、２款、国庫支出金で、１１９万７，０００円を減額し、１０万３，０００円、

３款、県支出金で、３０万円を減額し、２万５，０００円、４款、繰入金で、３６万８，

０００円を減額し、ゼロ、５款、諸収入、２項、第三者納付金及び３項、雑入で、９４

万６，０００円を追加し、９５万７，０００円、６款、繰越金で、新たに４，０００円

を補正し、４，０００円。 

  歳入合計といたしまして、既定額から、今回、２８９万７，０００円を減額し、１０
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９万１，０００円と定めております。 

  次に、歳出をお願いします。 

  １款、総務費で、既定額から、今回、４万円を減額して、ゼロ。 

  ２款、医療諸費で、３９４万６，０００円を減額して、１，０００円、３款、公債費

で、２，０００円を減額し、ゼロ、４款、諸支出金で、新たに１０９万円を補正し、１

０９万円。 

  歳出合計といたしまして、既定額から、今回、２８９万７，０００円を減額し、１０

９万１，０００円と定めております。 

  ４ページ、５ページの歳入歳出補正予算事項別明細書、総括につきましては、お目通

しをお願いいたします。 

  次に、６ページをお願いします。 

  ２、歳入でございます。 

  １款、支払基金交付金、１目、医療費交付金、１９４万９，０００円の減でございま

す。医療費交付金で１９５万円、平成２１年度分医療費交付金精算分で１，０００円の

増でございます。 

  ２目、審査支払い手数料交付金で、事務費交付金で３万４，０００円の減、平成２１

年度分事務費交付金で１，０００円の増でございます。 

  ２款、国庫支出金、１目、医療費負担金、医療費負担金で１３０万円の減、平成２１

年度分老人医療給付費負担金精算分で１０万３，０００円の増でございます。 

  ３款、県支出金、１目、医療費負担金、医療費負担金で３２万５，０００円の減、平

成２１年度分老人医療給付費負担金で２万５，０００円の増でございます。 

  ４款、繰入金、１目、一般会計繰入金で３６万８，０００円の減でございます。 

  次のページ、５款、諸収入、１目、第三者納付金で、８，０００円の減、その下、３

項、雑入、１目、雑入で、平成１９年度分診療報酬等返還金で９５万４，０００円の増

でございます。 

  ６款、繰越金、１目、繰越金、前年度繰越金で４，０００円の増。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３、歳出です。これも精算分になります。 

  １款、総務費、１目、一般管理費で、精算によりゼロとしております。 

  ２款、医療諸費では、３目、審査支払手数料で、１，０００円を残しておりますけれ

ども、これは支払い予定となっております。 

  ３款、公債費もゼロで精算、４款、諸支出金で、一般会計への繰出金といたしまして、

１０９万円でございます。 
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  なお、今後、同会計に関する処理につきましては、一般会計において処理をすること

となりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願いいたします。 

○議長（奥田 誠） 

  産業建設課長、脇田君。 

○産業建設課長（脇田英男） 

  私の方からは、議案第１８号と議案第１９号についてご説明させていただきます。 

  初めに、議案第１８号、平成２２年度上富田町特別会計町営砂利採取砕石事業補正予

算（第２号）。 

  平成２２年度上富田町の特別会計町営砂利採取砕石事業補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２０２万６，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７，６５０万円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  ２ページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

  歳入。 

  財産収入、既定額に１万６，０００円を追加し、計１万７，０００円。 

  繰入金、既定額に１９２万２，０００円を追加、繰越金、既定額に９万９，０００円

を追加、諸収入、既定額から１万１，０００円を減額。 

  歳入合計につきましては、既定額に２０２万６，０００円を追加して、７，６５０万

円と定めています。 

  歳出。３ページをお願いいたします。 

  公営企業費、既定額に２０５万１，０００円を追加、計７，６５０万。 

  公債費、既定額から２万５，０００円を減額。 

  歳出合計につきましては、既定額に２０２万６，０００円を追加、計７，６５０万円

と定めています。 

  ４ページをお願いいたします。 

  ４ページ、５ページの歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては、お目通しのほ

どよろしくお願いいたします。 
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  ６ページをお願いいたします。 

  歳入。 

  ３款、財産収入、１目、利子及び配当金、既定額に１万６，０００円を追加し、計１

万７，０００円と定めています。これにつきましては、砂利企業基金預金利子でござい

ます。 

  ４款、繰入金、砂利企業基金繰入金、既定額に１９２万２，０００円を追加し、計７，

６２７万９，０００円と定めています。 

  ５款、繰越金、既定額に９万９，０００円を追加し、計１０万９，０００円と定めて

います。 

  ６款、諸収入、既定額から１，０００円を減額し、計ゼロ円と定めています。 

  ６款、諸収入、既定額から１万円を減額し、計ゼロ円と定めています。 

  ７ページをお願いいたします。 

  歳出。 

  １款、公営企業費、砂利総務費、既定額に２０５万１，０００円を追加し、計７，６

５０万円と定めています。主なものといたしましては、一般会計繰出金２０５万９，０

００円でございます。 

  ２款、公債費、既定額から２万５，０００円を減額し、計ゼロ円と定めています。 

  続きまして、議案第１９号についてご説明させていただきます。 

  議案第１９号、平成２２年度上富田町特別会計宅地造成事業補正予算（第３号）。 

  平成２２年度上富田町の特別会計宅地造成事業補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６，５００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億７，６０１万６，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  ２ページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

  歳入。 

  諸収入、既定額に６，５００万円を追加し、７億７，６０１万６，０００円。 

  歳入合計といたしましては、既定額に６，５００万円を追加し、７億７，６０１万６，

０００円と定めています。 
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  歳出。 

  宅地造成費、既定額に６，５００万円を追加し、計２億９，０３５万８，０００円。 

  歳出合計といたしましては、既定額に６，５００万円を追加し、７億７，６０１万６，

０００円と定めています。 

  ３ページの歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては、お目通しのほどよろしく

お願いいたします。 

  ４ページをお願いいたします。 

  ２、歳入。 

  １款、諸収入、雑入、既定額に６，５００万円を追加し、計７億７，６０１万６，０

００円と定めております。主なものにつきましては、高速道路並びに田辺西バイパス工

事の土砂搬入に伴う雑入６，５００万円でございます。 

  ３、歳出。 

  １款、宅地造成事業費、既定額にゼロ円を補正してございます。主なものにつきまし

ては、栗ケ谷住宅並びに岩崎移転の跡地に係る測量設計委託料、それに伴う工事請負費、

そして公共事業用地の取得減をしてございます。 

  ２目、大内谷残土処理場事業費、既定額に６，５００万円を追加し、計２億９，０３

５万８，０００円と定めております。主なものにつきましては、大内谷、南紀の台、残

土処理工事に伴う敷きならし、転圧等の費用でございます。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願いいたします。 

○議長（奥田 誠） 

  上下水道課長、木村君。 

○上下水道課長（木村勝彦） 

  議案第２０号についてご説明申し上げます。 

  議案第２０号、平成２２年度上富田町特別会計共同汚水処理施設事業補正予算（第２

号）。 

  平成２２年度上富田町の特別会計共同汚水処理施設事業補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６，２６６万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８，０７９万２，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 
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  ２ページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

  歳入。 

  使用料及び手数料、使用料、既定額に５５万５，０００円を追加し、１６５万２，０

００円と定めています。 

  財産収入、財産運用収入、既定額に５，０００円を追加し、１万５，０００円、諸収

入、町預金利子、既定額から２，０００円を減額し、ゼロ、繰入金、基金繰入金、既定

額に６，２１０万２，０００円を追加し、７，８０８万３，０００円。 

  歳入合計では、既定額に６，２６６万円を追加し、８，０７９万２，０００円と定め

ています。 

  歳出。 

  汚水処理費、汚水処理管理費、既定額に６，２６６万円を追加し、８，０７９万２，

０００円。 

  歳出合計では、既定額に６，２６６万円を追加し、８，０７９万２，０００円と定め

ています。 

  ３ページの事項別明細書、総括については、お目通しをお願いします。 

  ４ページをお願いします。 

  平成２３年３月３１日をもって、当該会計を廃止することに伴う補正予算でございま

す。 

  歳入です。 

  使用料及び手数料、使用料、既定額に５５万５，０００円を追加し、１６５万２，０

００円としております。 

  財産収入、利子及び配当金、既定額に５，０００円を追加し、１万５，０００円とし

ております。 

  諸収入、町預金利子、既定額から２，０００円を減額し、ゼロとしております。 

  繰入金、基金繰入金、既定額に６，２１０万２，０００円を追加し、７，８０８万３，

０００円としております。 

  歳出です。 

  汚水処理管理費、既定額に６，２６６万円を追加し、８，０７９万２，０００円とし

ております。主なものにつきましては、今回、決算に係る剰余金として６，４５３万１，

０００円を、一般会計繰出金として措置してございます。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（奥田 誠） 
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  午後１時３０分まで休憩とします。 

 

 休憩 午前１１時２４分 

 

 再開 午後 １時３０分 

 

○議長（奥田 誠） 

  再開します。 

  ３番、三浦議員より、午後からの欠席の届がありますので、報告をいたします。 

  午前に引き続き、提案理由の説明を続けます。 

  総務政策課企画員、深見君。 

○総務政策課企画員（深見芳治） 

  議案第２１号につきまして、ご説明いたします。よろしくお願いいたします。 

  議案第２１号、平成２３年度上富田町一般会計予算。 

  平成２３年度上富田町の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５７億２，６００万円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  地方債。 

  第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

  一時借入金。 

  第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は１０億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第４条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係

る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」でございます。 
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  歳入では、１款、町税で１３億７，８４９万円、２款、地方譲与税で６，６００万円、

３款、利子割交付金で８００万円、４款、配当割交付金で３００万円、５款、株式等譲

渡所得割交付金で１００万円、６款、地方消費税交付金で１億１，０００万円、７款、

ゴルフ場利用税交付金で４，２００万円、８款、自動車取得税交付金で２，０００万円、

９款、地方特例交付金で５，０００万円、１０款、地方交付税で１７億６，０００万円、

１１款、交通安全対策特別交付金で３００万円、１２款、分担金及び負担金で７，４７

２万８，０００円、１３款、使用料及び手数料で８，０８７万２，０００円、１４款、

国庫支出金で７億１，５６８万５，０００円。 

  次のページをお願いいたします。 

  １５款、県支出金で３億９，４０４万６，０００円、１６款、財産収入で１，３０７

万７，０００円、１７款、寄付金で６０万円、１８款、繰入金で１億６，４５０万１，

０００円、１９款、繰越金で１，０００万円、２０款、諸収入で３，５６０万１，００

０円、２１款、町債で７億９，５４０万円。 

  歳入合計では、５７億２，６００万円と定めてございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出では、１款、議会費で９，８４６万５，０００円、２款、総務費で６億７，７１

０万６，０００円、３款、民生費で２１億４５５万３，０００円、４款、衛生費で６億

６６４万１，０００円、５款、農林水産業費で２億３，２９８万２，０００円、６款、

商工費で１，９３９万３，０００円、７款、土木費で６億２，８２２万２，０００円、

８款、消防費で２億４，５４８万８，０００円、９款、教育費で３億７，４５０万２，

０００円。 

  次のページをお願いいたします。 

  １０款、災害復旧費で１，１１０万円、１１款、公債費で７億２，６５４万８，００

０円、１２款、予備費で１００万円。 

  歳出合計では、５７億２，６００万円と定めてございます。 

  次に、「第２表 地方債」です。 

  起債の目的、１、災害援護資金につきましては限度額を３５０万円、２、地方道路等

整備事業につきましては限度額を２２０万円、３、地域住宅交付金事業につきましては

限度額を２億円、統合保育所建設事業につきましては限度額を３億１，０２０万円、５、

臨時財政対策債につきましては限度額を２億７，９５０万円としてございまして、合計

で７億９，５４０万円を見込んでございます。 

  なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、お目通しをお願いいたします。 

  次のページをお願いいたします。 
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  歳入歳出予算事項別明細書でございます。このページから１２ページにつきましては、

平成２２年度と比較してございます。本年度は、歳入歳出それぞれ２億６，６００万円

の増額となってございます。お目通しをお願いいたします。 

  次に、１３ページをお願いいたします。 

  歳入につきましてご説明いたします。 

  １款、町税でございますが、前年度までの決算や決算見込み額を加味しまして、計上

してございます。 

  町民税の個人では５億５００万円で、前年度と同額を見込んでございます。 

  法人税では７，００５万円で、これにつきましても前年度と同額を見込んでございま

す。 

  固定資産税では６億７，０００万円で、前年度と同額を見込んでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  固定資産等所在市町村交付金及び納付金では５３４万円で、２０万２，０００円の減

額を見込んでございます。 

  軽自動車税では４，１５０万円で、軽四輪車等の増加によりまして、前年度より１０

０万円の増額を見込んでございます。 

  町たばこ税では８，５００万円で、たばこの消費本数は減少してございますが、税率

改正や前年度の決算見込みにより、５００万円の増額を見込んでございます。 

  入湯税では１６０万円で、前年度と同額を見込んでございます。 

  地方譲与税の地方揮発油譲与税では１，８００万円で、前年度と同額を見込んでござ

います。 

  自動車重量譲与税では４，８００万円で、平成２１年度の決算額及び２２年度の決算

見込み額を加味して、前年度より２００万円の減額を見込んでございます。 

  利子割交付金では８００万円で、前年度と同額を見込んでございます。 

  配当割交付金では３００万円で、これにつきましても前年と同額を見込んでございま

す。 

  次のページをお願いいたします。 

  株式等譲渡所得割交付金は１００万円で、前年度と同額を見込んでございます。 

  地方消費税交付金は１億１，０００万円で、これにつきましても前年度と同額を見込

んでございます。 

  ゴルフ場利用税交付金では４，２００万円で、入場者数の減少により、前年度より５

００万円の減額を見込んでございます。 

  自動車取得税交付金では２，０００万円で、前年の決算見込み額により１００万円の
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減額を見込んでございます。 

  児童手当及び子ども手当地方特例交付金では２，４００万円で、前年度の決算見込み

額及び子ども手当３歳未満に対する上積み分７，０００円でございますが、制度改正に

伴い増額を見込み、前年度より１，２３９万円の増額としてございます。 

  減収補てん特例交付金では２，６００万円で、前年度の決算見込み額を加味し、１，

１５０万円の増加を見込んでございます。 

  地方交付税では１７億６，０００万円で、２２年度の交付額及び国の地域主権改革に

沿った財源の充当を図るため、地方交付税総額を前年度よりも４，７９９億円、２．

８％が増額された一方、特別交付税では、交付税総額における特別交付税の割合が６％

から２４年度には４％に引き下げられます。２３年度につきましては５％に引き下げ、

普通交付税に移行されること等を加味し、普通交付税で１５億８，０００万円、特別交

付税で１億８，０００万円を見込んでございます。 

  次に、交通安全対策特別交付金は３００万円で、前年度同額を見込んでございます。 

  分担金及び負担金の民生費負担金は６，６１３万円で、保育所運営費負担金でござい

ます。 

  農林業費負担金は、３５９万８，０００円でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  災害復旧費負担金は、５００万円でございます。 

  使用料及び手数料の使用料につきましては、総務手数料は７２０万円、民生使用料は

３万５，０００円、農林業使用料は１，０００円、土木使用料は２，４０２万６，００

０円、教育使用料は１，６９５万円の、合計４，８２１万２，０００円で、上富田町共

同作業場、住宅、学校施設、文化会館、スポーツセンター等の使用料を見込んでござい

ます。 

  手数料につきまして、総務手数料では５９４万５，０００円、衛生手数料２，６４７

万９，０００円、次のページをお願いいたします。農林業手数料７，０００円、土木手

数料２２万９，０００円の、合計３，２６６万円で、各証明手数料、可燃、不燃物の収

集処理等を見込んでございます。 

  国庫支出金の、総務費国庫負担金は、地籍調査事業の負担金で、１，６５０万円を見

込んでございます。 

  民生費国庫負担金は４億３，７６３万４，０００円で、障害者自立支援給付費負担金

で１億２，４６５万円、子ども手当負担金で２億９，８９９万４，０００円等を見込ん

でございます。 

  次に、国庫補助金の総務費国庫補助金は、無線システム普及支援事業費等補助金２０
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０万円でございます。     

  民生費国庫補助金は、隣保館運営費補助金等で１，１９１万２，０００円を見込んで

ございます。 

  衛生費国庫補助金は、合併処理浄化槽設置費補助金、３３基分４０５万９，０００円

ほかで、４９５万１，０００円を見込んでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  農林業費国庫補助金は、中山間地域等直接支払事業費補助金等で、１，２３８万４，

０００円を見込んでございます。 

  土木費国庫補助金につきましては、栗ケ谷住宅建築に係る地域住宅交付金１億１，６

００万円、社会資本整備総合交付金７，７３５万円等で、２億２，０５７万１，０００

円を見込んでございます。 

  教育費国庫補助金は、幼稚園就園奨励費補助金等で、２０５万円を見込んでございま

す。 

  次に、委託金の、総務費委託金は１３万６，０００円、民生費委託金は、基礎年金事

務委託金等で４３５万１，０００円を見込んでございます。 

  農林業費委託金は１９万６，０００円、土木費委託金は、高速道路用地取得事業委託

金３００万円を見込んでございます。 

  次に、県負担金の、総務費県負担金は、地籍調査事業費負担金で８２５万円を見込ん

でございます。 

  民生費県負担金は１億８，６８９万９，０００円で、社会福祉費負担金で１億４，５

５５万７，０００円で、内訳につきましては、国民健康保険基盤安定費負担金５，７２

０万円、次のページをお願いいたします。障害者自立支援給付費負担金６，２３２万５，

０００円、後期高齢者医療保険基盤安定制度負担金２，１７２万９，０００円等を見込

んでございます。 

  また、子ども手当負担金につきましては、３，８６９万２，０００円を見込んでござ

います。 

  衛生費県負担金は１９０万６，０００円で、予防接種健康被害救済給付費負担金でご

ざいます。 

  県補助金の、総務費県補助金は４，０７６万９，０００円で、緊急雇用創出事業臨時

特例基金補助金として、道路環境整備事業等８事業で２，９７１万３，０００円、それ

から、５番目で、和歌山県地域グリーンニューディール基金活用事業補助金として、Ｌ

ＥＤ防犯灯導入推進事業費２７９万９，０００円等を見込んでございます。 

  民生費県補助金は、８，４９２万円で、社会福祉費補助金３，７４０万８，０００円
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につきましては、重度心身障害児(者)医療費補助金３，０５１万１，０００円等でござ

います。 

  次のページをお願いいたします。 

  児童福祉費補助金につきましては、乳幼児医療費補助金１，３７０万６，０００円、

放課後児童対策事業費補助金１，０５１万円等を見込んでございます。 

  衛生費県補助金は、２，２２４万４，０００円で、合併処理浄化槽設置費補助金４０

５万９，０００円、子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチン接種に係る

ワクチン接種緊急促進事業費補助金１，３１１万４，０００円等を見込んでございます。 

  農林業費県補助金は１，６９８万９，０００円で、農業費補助金では、中山間地域等

直接支払事業費補助金等で１，２１８万６，０００円、林業費補助金では、紀の国森づ

くり基金活用事業費補助金等で４８０万３，０００円でございます。 

  土木費県補助金は、３８万８，０００円。 

  教育費県補助金は、２３７万５，０００円で、次のページをお願いいたします。地域

の力を学校教育に生かすことを目的としたきのくに共育コミュニティ推進事業費補助金

１１８万円等でございます。 

  委託金の総務費委託金は、２，９３０万６，０００円で、県民税徴収取り扱い委託金

２，２００万円等でございます。 

  財産運用収入の利子及び配当金は、１３万２，０００円で、主なものとしましては、

森林組合出資配当金１０万円でございます。 

  次に、財産貸付収入は１１０万円で、岩田応急住宅等の普通財産の貸付収入を見込ん

でございます。 

  不動産売払収入につきましては、１，１８４万５，０００円で、普通財産売払収入及

び丹田台改良住宅１０戸分の払い下げ収入１８４万５，０００円を見込んでございます。 

  寄付金では、一般寄付金で１０万円、総務費寄付金では、さわやか上富田まちづくり

寄付金５０万円を見込んで、さわやか上富田まちづくり基金への積立金に充当してござ

います。 

  次のページをお願いいたします。 

  基金繰入金では、１、地域福祉基金繰入金１，０００円、中山間ふるさと・水と土保

全基金繰入金１，０００円、減債基金繰入金は５，０００万円で、公債費の元金償還に

充当してございます。 

  財政調整基金繰入金は５，０００万円、上富田町共同作業場基金繰入金は３００万円

で、上富田町共同作業場の改修工事に充当してございます。 

  さわやか上富田文化と健康づくり基金繰入金は２，０００万円で、文化会館運営費、
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スポーツセンター管理費に充当してございます。 

  さわやか上富田まちづくり基金繰入金は２６６万円で、みんなが学んで花ひらく口熊

野かみとんだ事業費に充当してございます。 

  小集落改良住宅基金繰入金は４１８万９，０００円で、丹田台改良住宅購入費に充当

してございます。 

  事業所等立地促進基金繰入金は７４０万円で、事業所等設置奨励金に充当してござい

ます。 

  住民生活に光をそそぐ基金繰入金は１３５万円で、住民生活に光をそそぐ交付金事業

に充当してございます。 

  花いっぱい基金繰入金は９０万円で、生涯学習事業費のフラワータウン費用に充当し

てございます。 

  特別会計繰入金では、特別会計水道事業繰入金２，５００万円を措置してございます。 

  財産区繰入金につきましては、本年度はございません。 

  繰越金は、前年度繰越金１，０００万円でございます。 

  次に、諸収入では、延滞金１００万円、加算金１，０００円、町預金利息１万円を、

それぞれ見込んでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  諸収入の雑入では、県証紙売りさばき代金で３５０万円及び県証紙売りさばき手数料

で７万３，０００円は、前年度と同額を見込んでございます。 

  納付金は６２万６，０００円で、日本スポーツ振興センター納付金でございます。 

  雑入は３，２３９万１，０００円で、高額療養費立替分戻入金は４万円、雑入につき

ましては３，２３５万１，０００円で、主なものにつきましては、海外研修業務負担金

４８０万円、新市町村振興宝くじ交付金６００万円、住宅新築資金管理組合負担金４９

２万１，０００円等でございます。 

  次に、町債では、民生債で３億１，３７０万円、土木債で２億２２０万円、臨時財政

対策債で２億７，９５０万円を見込んでございます。なお、臨時財政対策債で、前年度

１億１，０５０万円の減額となっていますのは、国におきまして、前年度比１兆５，４

７６億円の２１％でございますが、減額措置によるものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、議会費は９，８４６万５，０００円で、主なものとしまして、次のページの委

託料で、前年度に引き続き定例会議事録作成業務委託料１００万円を措置してございま

す。 
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  次の３６ページをお願いいたします。 

  ２款、総務費の一般管理費では２億９，５６２万７，０００円で、町の全般的な管理

運営及び庁舎の維持管理等を計上してございます。主なものとしましては、交際費につ

きましては、前年度と同額の１００万円としてございます。需用費の印刷製本費では、

町広報誌の印刷代を措置してございます。 

  次の３９ページをお願いいたします。 

  負担金、補助及び交付金では、郡町村会負担金２７０万８，０００円、職員研修費１

７４万５，０００円、町内会運営費補助金５９８万円、また、和歌山県市町村総合事務

組合及び共済組合長期分追加費用負担金等を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  財産管理費は５，９５７万３，０００円で、主なものとしまして、役務費で、役場本

庁等１３３施設の火災保険料４４４万３，０００円、駐車場用地借上料６０９万３，０

００円、丹田台の共同汚水処理施設解体に伴う設計委託料及び工事請負費で３，５００

万円、上富田町共同作業場改修工事費に３００万円、また、同作業場貸付金の上富田町

共同作業場基金への積立金を措置してございます。 

  交通安全対策費は１，９２５万９，０００円で、主なものとしまして、交通指導員２

５名の報酬、負担金、補助及び交付金で、前年度に引き続きチャイルドシート購入費補

助金４０万円次のページをお願いいたします。それから、くちくまのコミュニティバス

運行経費補助金１，５２０万円を措置してございます。 

  企画費は１，７９５万９，０００円で、負担金、補助及び交付金で、無線システム普

及支援事業等補助金３００万円を措置しています。この補助金は、町内における地上デ

ジタル放送の視聴が困難な地域を解消するため、テレビ共同受信施設組合に対して実施

する助成でございます。 

  次に、みんなが学んで花ひらく口熊野かみとんだ事業費につきましては、第４次総合

計画の初年度に当たり、計画の将来像であります「みんなが学んで花ひらく口熊野かみ

とんだ」を事業費として設けてございます。事業としましては継続事業で、口熊野まち

づくり事業、社会教育推進事業、まちづくり講座事業、文化のまつり事業、文化育成事

業、ブックスタイルとしての幼児図書配付事業、子育て支援事業の８事業と、新規事業

としまして、５事業で、児童生徒に図書の配付、都市との交流事業、国際交流協会への

補助金、子どもの体力向上推進事業、スポーツ器具購入費で、１，２４９万６，０００

円を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  人権推進費は６０万４，０００円で、人権推進に要する所要額を措置しています。 
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  男女共同参画社会推進費は３６万５，０００円です。 

  地籍調査費は４，８０１万９，０００円で、平成２３年度の調査地区は、新規地区で

は岩田字刃剣、尾崎地区と、岡字庵ノ下地区の０．７２平方キロメートル及び平成２２

年度継続地区では、岩田字上殿、大坊地区の０．５４平方キロメートルを予定してござ

います。 

  次のページをお願いいたします。 

  総合計画策定費は１４２万６，０００円で、総合計画書の印刷代を措置しています。 

  ふるさと雇用再生特別基金事業費は７７３万６，０００円で、就学前児童の育成支援

業務委託料を措置してございます。この事業につきましては、昨年に引き続いてござい

ます。 

  緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費では２，９８９万３，０００円で、昨年に引き

続き、宿直業務委託料３８４万３，０００円及び賃金で、道路、河川、環境整備事業等

７事業で１６名の臨時傭人料１，９３７万５，０００円等を措置してございます。 

  ＬＥＤ防犯灯導入推進事業費は２８２万２，０００円で、既設防犯灯９０基をＬＥＤ

防犯灯に交換する工事請負費を措置してございます。 

  住民生活に光をそそぐ交付金事業費は１５３万６，０００円で、ＤＶ被害者、引きこ

もりや家庭内暴力等被害者のための相談員１名及び南紀の台小規模多機能施設の維持管

理費を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  税務総務費は６，３９７万１，０００円で、主なものとしましては、負担金、補助及

び交付金で、和歌山地方税回収機構負担金２０９万円を措置しています。 

  賦課徴収費は３，７７６万９，０００円で、課税と徴収に係る経費を措置しており、

主なものとしましては、次のページをお願いいたします。委託料で、税制改正対応シス

テム業務委託料２８１万２，０００円、固定資産評価業務委託料３９９万円等を措置し

てございます。 

  戸籍住民基本台帳費は５，１９３万７，０００円で、主なものとしましては、委託料

で、既存住基システム改修委託料１，８５０万円で、住民基本台帳法の改正により、現

行の外国人登録制度を廃止し、外国人住民を住民基本台帳法の適用対象に加えることと

されたことに伴い、システム改修を行うものでございます。また、備品購入費等で、鍵

ペア生成装置等購入費を措置してございますが、住基カードに公的認証を入力する装置

の更新費用でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  選挙管理委員会費は１，００８万１，０００円で、選挙管理委員会委員報酬等を措置
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してございます。 

  県議会議員選挙費は６０３万５，０００円で、本年４月に行われます選挙に必要な所

要額を措置してございます。 

  次の町議会議員選挙費から、次のページをお願いいたします。市ノ瀬財産区議会議員

選挙費につきましては、本年度はございません。 

  統計調査総務費では８９２万円で、主なものにつきましては、職員１名の人件費でご

ざいます。 

  指定統計調査費は６６万１，０００円で、教育統計、経済センサス統計等に関する所

要額を措置してございます。 

  監査委員費は４１万７，０００円で、監査委員２名の報酬等を措置してございます。 

  民生費の社会福祉費総務費は２億５，３５７万４，０００円で、主なものとしまして、

次のページをお願いいたします。委託料で、指定管理者制度に基づく地域福祉センター

管理委託料２５０万円、負担金、補助及び交付金で、社会福祉協議会補助金３２０万円、

岡高齢者地域優良賃貸住宅補助金３００万円を措置してございます。 

  老人福祉費は４，５８３万９，０００円で、主なものとしまして、委託料で、緊急通

報監視センター委託料３４０万２，０００円、負担金、補助及び交付金で、紀南地方老

人福祉施設組合負担金２，４９３万２，０００円、百々千園改築事業公債費負担金８９

２万８，０００円及び扶助費で、敬老年金３５０万４，０００円を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  障害福祉費は２億８，４０６万円で、主なものとしましては、扶助費で２億６，３６

２万２，０００円で、障害者の介護手当給付費、サービス費、支援費等を措置してござ

います。 

  次のページをお願いいたします。 

  社会児童福祉医療費は４億８５４万９，０００円で、扶助費で重度心身障害児、老人、

乳幼児、ひとり親家庭、精神障害者の各医療費１億３０１万９，０００円及び繰出金で、

特別会計国民健康保険への繰出金１億５，７１７万円、特別会計後期高齢者医療への繰

出金１億４，２０４万３，０００円を措置してございます。 

  大谷総合センター運営費は１，５２６万６，０００円で、大谷総合センター運営に係

る所要額を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  児童福祉総務費葉１，５０７万１，０００円で、主なものとしまして、子ども手当シ

ステム改修業務及び保守委託料で５８５万８，０００円を措置してございます。 

  保育所運営費は３億２３６万４，０００円で、保育所運営に係る職員給与費ほか所要
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の経費を措置してございます。 

  ６５ページをお願いいたします。 

  保育所建設事業費は３億９，１４０万円で、統合保育所の用地購入費、建築工事に伴

う所要額を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  児童措置費は３億７，６３８万円で、子ども手当で３億７，６３８万円を措置してご

ざいます。 

  災害救助費は１，２０５万円で、前年度と同額を措置してございます。 

  ４款、衛生費では、保健衛生総務費は９，９０３万８，０００円で、主なものとしま

して、委託料で、乳幼児及び妊産婦検診委託料等１，５２５万６，０００円、次のペー

ジをお願いいたします。負担金、補助及び交付金で、公立紀南病院組合負担金及び病院

群輪番制負担金等を措置してございます。 

  予防費は１億８５５万２，０００円で、主なものとしまして、次の７０ページをお願

いいたします。委託料で、各種検診委託料及び２２年度に引き続き、子宮頸がんワクチ

ン、ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチン接種を含めた予防接種委託料３，８４２万２，０

００円を措置してございます。 

  環境衛生費は２，２５０万１，０００円で、主なものとしまして、委託料で、水質検

査委託料、斎場事務委託料、火葬専用自動車運行業務委託料を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  清掃総務費は３億７，６５５万円で、主なものとしまして、委託料で、ごみ収集処理

に係る委託料及び負担金、補助及び交付金で、上大中清掃施設組合負担金１億４，７３

５万１，０００円、富田川衛生施設組合負担金９，８７９万４，０００円を措置してご

ざいます。 

  ７４ページをお願いいたします。 

  ５款、農林水産業費の農業委員会費は２，３６５万７，０００円で、農業委員会委員

報酬及び委員会に必要な所要額を措置しています。 

  農業総務費は１億６，１５３万９，０００円で、主なものにつきましては、次のペー

ジをお願いいたします。負担金、補助及び交付金で、上富田町農業振興協議会補助金５

９２万４，０００円、有害鳥獣駆除団体、猟友会上富田分会への補助金及び有害駆除捕

獲補助金３９６万円、特別会計農業集落排水事業への繰出金１億３，８１３万６，００

０円を措置してございます。 

  農業振興費は１，８３１万円で、昨年度に引き続き、中山間地域等直接支払事業交付

金１，６００万円を措置しています。 
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  次のページをお願いいたします。 

  畜産振興費は５万４，０００円です。 

  小規模土地改良事業費では１，０２３万１，０００円で、委託料で、小山水路ほか改

修委託料を措置してございます。 

  林業総務費では１，９１９万１，０００円で、主なものとしまして、委託料で、本年

度開催されます全国植樹祭の地域植樹事業として、市町村民の森創造事業委託料２８４

万６，０００円、負担金、補助及び交付金で、次のページをお願いいたします。森林整

備地域活動支援交付金６８０万円を措置しています。 

  ６款、商工費の商工総務費では、１，９３９万３，０００円で、主なものとしまして、

負担金、補助及び交付金で、商工会補助金３３０万円、事業所等設置奨励金７４０万円

を措置してございます。 

  ７款、土木費の土木総務費では４，１６８万８，０００円で、主なものとしまして、

次のページをお願いいたします。委託料で、本年度も木造住宅耐震診断業務委託料２２

万円、負担金、補助及び交付金で、木造住宅耐震改修費補助金９４万５，０００円、木

造住宅耐震改修設計費補助金１３万２，０００円を措置してございます。 

  道路橋梁総務費では１，７８７万５，０００円で、主なものとしまして、債務負担行

為での管内図作製業務委託料１，５００万円を措置しています。 

  道路橋梁維持費は３，４１０万円で、道路橋梁維持補修費２，６００万円及び旧中島

住宅におけます町道と県道との連絡道に係る用地購入費５００万円を措置しています。 

  次のページをお願いいたします。 

  高速道路推進費では６１１万１，０００円で、高速道路推進の所要額を措置していま

す。 

  社会資本整備総合交付金事業では１，５２３万９，０００円で、橋梁長寿命化点検業

務で２８橋の点検業務委託料５００万円、橋梁塗装工事１橋２００万円等を措置してご

ざいます。 

  河川総務費では３４８万５，０００円で、主なものとしまして、次のページをお願い

いたします。委託料で、井の谷排水施設及び岩崎野田排水施設管理委託料等を措置して

ございます。 

  河川改良費では３４５万円で、維持補修工事請負費を措置してございます。 

  都市計画費では１億３，９４７万９，０００円で、特別会計公共下水道への繰出金１

億３，９２７万１，０００円を措置してございます。 

  住宅管理費では５０３万６，０００円で、主なものとしまして、公有財産購入費で払

い下げを行っています。丹田台小集落改良住宅で入居者が死亡し、相続人等も入居する
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意思がないため、住宅を買い取る費用を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  公営住宅建設事業費では３億６，１７５万９，０００円で、主なものとしまして、栗

ケ谷住宅１５戸の建築に係る用地購入費１億円、建築工事費２億４，０００万円を措置

してございます。 

  ８款、消防費の常備消防費では、２億２，３００万１，０００円で、消防事務業務委

託料２億２，２７６万４，０００円を措置してございます。 

  非常備消防費では２，２２０万７，０００円で、消防団員１４０名の報酬及び、次の

ページをお願いいたします。備品購入費で、防災用備蓄備品購入費１００万円、負担金、

補助及び交付金で、自主防災組織育成事業補助金１００万円、県防災ヘリコプター運航

維持運営負担金１０７万６，０００円を措置してございます。 

  水防費では２８万円です。 

  ９款、教育費の、教育委員会費は２２７万９，０００円で、教育委員会委員報酬等を

措置してございます。 

  事務局費では４，０９５万１，０００円で、主なものとしまして、次のページをお願

いいたします。賃金で、不登校児童の対策として、適応指導教室臨時傭人料１６９万円、

また、負担金、補助及び交付金で、次の９４ページをお願いいたします。私立幼稚園就

園奨励費補助金７５０万円、熊野高校との交流を図るための地域交流事業補助金５０万

円等を措置してございます。 

  小学校費の学校管理費では６，５６０万１，０００円で、小学校５校の運営費及び維

持管理費を措置しています。 

  次のページをお願いいたします。 

  教育振興費では８６８万５，０００円で、役務費で、全国学力・学習状況調査集計手

数料２３万８，０００円、扶助費で、要保護及び準要保護児童援助費２８８万１，００

０円を措置してございます。 

  次に、中学校費の学校管理費では２，３８０万９，０００円で、中学校運営費及び維

持管理費を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  教育振興費では２，５８１万８，０００円で、委託料で、各種検診委託料１８０万４，

０００円、海外研修に伴う業務委託料９２０万円を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  負担金、補助及び交付金では、英語指導助手設置事業補助金５０万円、扶助費で、要

保護及び準要保護生徒援助費４８６万８，０００円を措置してございます。 
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  上富田中学校整備事業費は、本年度はございません。 

  社会教育費の社会教育総務費では、３，１０６万５，０００円で、社会教育委員及び

文化財審議委員報酬ほか、社会教育推進のための所要額を措置しています。 

  次の、１０２ページをお願いいたします。 

  生涯学習事業費では７２２万９，０００円で、上富田文化協会活動補助金等を措置し、

生涯学習の推進を図ることとしてございます。 

  公民館運営費は２，１２２万８，０００円で、各公民館の運営経費及び活動補助金等

を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  人権教育推進費では３２７万７，０００円で、人権教育を推進するための経費及び進

学奨励補助金１３４万４，０００円を措置しています。 

  青少年対策費では６１７万１，０００円で、青少年の育成活動費等を措置してござい

ます。 

  次のページをお願いいたします。 

  児童館運営費では９８６万１，０００円で、児童館運営費、維持管理費等を措置して

ございます。 

  放課後児童対策費では１，９３３万２，０００円で、あすなろ、なごみ学童保育のた

めの業務委託料等を措置してございます。 

  図書館運営費では１，１７３万６，０００円で、次のページをお願いいたします。備

品購入費で、図書購入費、図書保管庫購入費のほか、運営の所要額を措置してございま

す。 

  文化会館運営費は３，８１８万円で、文化会館の運営に必要な維持管理費及び、次の

１１０ページをお願いいたします。委託料で、自主事業委託料４００万円等を措置して

ございます。 

  保健体育総務費では１，８７８万９，０００円で、体育協会、紀州口熊野マラソン、

ジュニア駅伝大会、近畿・全国スポーツ大会等の補助金等を措置してございます。 

  体育施設管理費は４，０４９万１，０００円で、次のページをお願いいたします。委

託料で、スポーツセンター管理業務、野球場、球技場、多目的広場の芝生管理委託料及

びスポーツセンター土地借上料３８０万円を措置しています。 

  災害復旧の単独災害復旧事業では１，０６０万円で、救馬谷等地すべり対策費を措置

してございます。 

  単独災害復旧事業費では５０万円で、災害時の応急復旧に備えてございます。 

  公債費の元金で、長期債償還金６億１，３８０万２，０００円、利子で、長期債償還
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利子１億１，１４９万６，０００円、一時借入金利子１２５万円、合計７億２，６５４

万８，０００円を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  予備費につきましては、前年度と同様、１００万円としてございます。 

  次に、１１５ページから１１９ページにつきましては、給与費の明細書でございます。 

  特別職では、町長等２名分、議員さん１１名分でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  一般職では、職員９７名分の明細でございます。恐れ入りますが、お目通しをお願い

いたします。 

  次に、１２０ページをお願いいたします。 

  債務負担に関する調書でございます。 

  １、くちくまのコミュニティバス運行事業、２、統合保育所建設事業、３、管内図作

製業務の３事業については、平成２３年度以降の支出予定額の状況でございます。お目

通しをお願いいたします。 

  次に、地方債の現在高の見込みに関する調書でございます。 

  一番下の合計の左端でございますが、６０億８，７４２万９，０００円、これは平成

２１年度末現在高、次に平成２２年度では６０億３，４３３万円でございます。 

  次に、平成２３年度の予定でございますが、起債の見込み額は７億９，５４０万円、

元金の償還見込み額は６億１，３８０万２，０００円で、平成２３年度末現在高見込み

額は６２億１，５９２万８，０００円としてございます。 

  以上が、平成２３年度の予算内訳でございます。大変厳しい予算編成となってござい

ますが、何とぞご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（奥田 誠） 

  ２時２５分まで休憩します。 

 

 休憩 午後２時１５分 

 

 再開 午後２時２５分 

 

○議長（奥田 誠） 

  再開します。 

  住民生活課長、廣井君。 

○住民生活課長（廣井哲也） 
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  私の方から、議案第２２号から２４号までをご説明いたします。よろしくお願いいた

します。 

  議案第２２号、平成２３年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算。 

  平成２３年度上富田町の特別会計国民健康保険事業予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１９億４４万円と定め

る。 

  ２項、事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  １号、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  ２号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款項

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  この会計におけます１月末現在の加入世帯数は２，９０３世帯で、被保険者数は５，

４２２人です。昨年度同時期比較で、世帯数で５０世帯の減、被保険者数で１６２人の

減となっております。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入です。１款、国民健康保険税で、５億６，３３０万７，０００円と定めておりま

す。 

  以下、２款、使用料及び手数料で１万円、３款、国庫支出金、１項、国庫負担金及び

２項、国庫補助金で５億４，５９８万３，０００円、４款、療養給付費交付金で６，３

３６万４，０００円、５款、前期高齢者交付金で１億４，５９７万７，０００円、６款、

県支出金、１項、県負担金及び２項、県補助金で９，１８１万６，０００円、７款、共

同事業交付金で２億４，５０１万７，０００円、８款、財産収入で１，０００円、９款、

繰入金で１億５，７１７万円、１０款、繰越金で１万円、１１款、諸収入で、１項、延
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滞金、加算金及び過料、２項、町預金利子及び３項、雑入で８，７７８万５，０００円。 

  歳入合計といたしまして、１９億４４万円と定めております。 

  次のページをお願いいたします。 

  次に、歳出をお願いします。 

  １款、総務費、１項、総務管理費及び２項、徴税費及び３項、運営協議会費で４，８

２１万４，０００円と定めております。 

  以下、２款、保険給付費、１項、療養諸費から５項、葬祭諸費で１１億８，４８９万

７，０００円、３款、後期高齢者支援金等で２億５，６８９万２，０００円、４款、前

期高齢者納付金等で６３万７，０００円、５款、老人保健拠出金で１０１万５，０００

円、６款、介護納付金で１億１，５４４万６，０００円、７款、共同事業拠出金で２億

６，５５５万８，０００円、８款、保健事業費、１項、特定健康診査等事業費及び２項、

保健事業費で２，３１８万円、９款、基金積立金で１，０００円、１０款、公債費で１

５０万円、１１款、諸支出金で２１０万円、１２款、予備費で１００万円。 

  歳出合計といたしまして、１９億４４万円と定めております。 

  ６ページ、７ページの歳入歳出予算事項別明細書、総括につきましては、お目通しを

お願いいたします。 

  次に、８ページをお願いいたします。 

  ２の歳入からご説明いたします。 

  １款、国民健康保険税、１目、一般被保険者国民健康保険税及びその下、２目、退職

被保険者等国民健康保険税で、本年度５億６，３３０万７，０００円を計上しておりま

す。対前年度当初予算比較で、１，６９９万円の増となっております。 

  ２款、使用料及び手数料、１目、督促手数料で、前年同額の１万円を計上しておりま

す。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、療養給付費等負担金で４億１，５５９

万３，０００円です。これは、保険者負担分の３４％となります。 

  ２目、高額医療費共同事業負担金１，０２７万円、３目、特定健康診査等負担金１８

９万４，０００円。全体で４億２，７７５万７，０００円を計上しております。 

  ２項、国庫補助金、１目、財政調整交付金で１億１，７３２万６，０００円、これは

保険者負担分の９％を見込んでおります。 

  ２目、出産育児一時金補助金で９０万円、次の介護従事者処遇改善臨時特例交付金に

つきましては、本年度は予算措置はございません。 

  合計で、１億１，８２２万６，０００円を計上しております。 

  次のページ、４款、療養給付費交付金、１目、療養給付費交付金で６，３３６万４，
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０００円、これは、支払基金から交付されるものでございます。 

  ５款、前期高齢者交付金、１目、前期高齢者交付金で１億４，５９７万７，０００円、

これも支払基金から交付されるものでございまして、前期高齢者の加入率が高いほど多

く交付されることになっております。 

  ６款、県支出金、１目、高額医療費共同事業負担金１，０２７万円、２目、特定健康

診査等負担金１８９万４，０００円、３目、県調整交付金７，６４９万９，０００円、

これの内訳といたしましては、普通調整交付金で７，２４９万９，０００円、これは保

険者負担分の７％を見込んでおります。県の負担金合計で８，８６６万３，０００円を

計上しております。 

  次に、２項、県補助金、１目、財政対策補助金で３１５万３，０００円を措置してお

ります。 

  次に、７款、共同事業交付金、１目、共同事業交付金で２，０５４万、２目、保険財

政共同安定化事業交付金で２億２，４４７万７，０００円。 

  合計といたしまして、２億４，５０１万７，０００円を措置しております。これは、

３０万及び８０万を超える高額医療費に対して、国保連合会から交付されるものでござ

います。 

  ８款、財産収入は、前年同様１，０００円を措置しております。 

  ９款、繰入金、１目、一般会計繰入金では１億５，７１７万円、このうち、基盤安定

繰入金の保険税の７割、５割、２割の軽減分及び保険者支援分の繰入金で、町負担はそ

れぞれ４分の１となっております。 

  その他繰入金を含めまして、他会計繰入金として１億５，７１７万円を計上しており

ます。 

  次のページをお願いいたします。 

  １０款、繰越金、１目、繰越金は、前年同様、１万円を措置しております。 

  １１款、諸収入では、１目、一般被保険者延滞金とその下、２目、退職被保険者等延

滞金として、２，０００円を計上しております。 

  ２項、町預金利子で１，０００円を計上。 

  ３項、雑入では、１目、一般被保険者第三者納付金及びその下、２目、退職被保険者

等第三者納付金及び次のページの５目、雑入までで、本年度８，７７２万円を措置して

おります。この雑入につきましては、財源不足の処理を次年度よりの繰り上げ充用で処

理させていただきたく、その財源として雑入で措置させていただいております。 

  ３項、雑入全体で８，７７８万２，０００円を計上させていただいております。 

  次のページをお願いいたします。 
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  次に、歳出でございます。 

  １款、総務費、１目、一般管理費、本年度１，９９８万４，０００円を計上しており

ます。主なものといたしましては、職員２名分の人件費です。７節の賃金は、臨時職員

１名分でございます。 

  ２目、連合会負担金で１５０万円。 

  一般管理費合計といたしまして、本年度、次のページの２，１４８万４，０００円を

計上しております。 

  ２項、徴税費、１目、賦課徴収費２，６５４万４，０００円です。職員２名分の人件

費及び７節の臨時傭人料では、２名分７２５万２，０００円を措置しております。国保

税徴収に要する経費でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３項、運営協議会費で、本年度も前年同額の１８万６，０００円を計上しております。 

  ２款、保険給付費、１項、療養諸費、１目、一般被保険者療養給付費は、９億５，０

００万円と見込んで計上しております。 

  ２目、退職被保険者等療養給付費で６，８００万、３目、一般被保険者療養費で１，

５００万、４目、退職被保険者等療養費で６０万、５目、審査支払手数料で４４８万７，

０００円。 

  １項、療養諸費、合計で１０億３，８０８万７，０００円を計上しております。対前

年度当初比較で５，０９３万２，０００円の増となっております。 

  次のページ、２項、高額療養費、１目、一般被保険者高額療養費で１億２，０００万

円、２目、退職被保険者等高額療養費で６００万円、３目、一般被保険者高額介護合算

療養費で６０万円、これは４名分を見込んで措置しております。４目、退職被保険者等

高額介護合算療養費では２０万円、これは１名を措置しております。 

  ２項、高額療養費合計で、１億２，６８０万円を計上しております。 

  次に、３項、移送費では２万円。 

  次のページをお願いいたします。 

  ４項、出産育児諸費では、出産育児一時金として１，８９０万を、５項、葬祭諸費で

は１０８万円を計上しております。 

  次に、３款、後期高齢者支援金等で、本年度２億５，６８９万２，０００円を計上し

ております。 

  次のページ、４款、前期高齢者納付金等では、本年度６３万７，０００円を措置して

おります。これは、支払基金へ拠出するもので、各保険者間の調整を行い、前期高齢者

加入率が全国平均を上回れば、前期高齢者交付金として交付されることとなっておりま
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す。平成２２年度は、見込みでございますけれども、１億５，０４９万５，０００円を

見込んでおります。 

  ５款、老人保健拠出金では、本年度１０１万５，０００円を措置しております。これ

は、平成２１年度の精算分を支払基金へ支出するものとなっております。 

  ６款、介護納付金では１億１，５４４万６，０００円です。これは、４０歳から６４

歳までの介護分で、これも支払基金に納付するものとなります。 

  次のページをお願いいたします。 

  ７款、共同事業拠出金で、本年度２億６，５５５万８，０００円を措置しております。

これは、県内市町村の財政安定化を図るため、一般被保険者の３０万及び８０万を超え

る医療費について、国保連合会へ拠出するものでございます。 

  ８款、保健事業費、１目、特定健康診査等事業費で、本年度１，２０６万円を計上し

ております。主なものといたしましては、１３節、委託料、特定健診委託料で９５８万

６，０００円を計上しております。昨年度に引き続き、健診率アップに積極的に取り組

んでおり、前年比較で１８４万２，０００円の増で計上させていただいております。来

年度の集団健診につきましては、４月、５月、９月で、計８回を予定しております。 

  ２項、保健事業費、１目、保健衛生普及費で、本年度１，１１２万円を措置しており

ます。これは、レセプト点検に係る経費及び人間ドック委託料等でございます。 

  次に、９款、基金積立金につきましては、前年同額の１，０００円を措置しておりま

す。 

  次のページをお願いいたします。 

  １０款、公債費、１目、利子として、一時借入金利子１５０万円を措置しております。 

  １１款、諸支出金は、一般と退職被保険者保険税の過年度還付金として２１０万円を、

１２款、予備費も前年同額の１００万円を措置しております。 

  次の２３ページからの給与費明細書につきましては、お目通しのほどよろしくお願い

いたします。 

  以上、ご承認賜わりますようよろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案第２３号をお願いいたします。 

  議案第２３号、平成２３年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算。 

  平成２３年度上富田町の特別会計後期高齢者医療予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億２，３２７万円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 
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  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、５，０００万円と定める。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  なお、この会計におけます１月末現在の加入者数でございますけれども、１，７７６

名で、昨年同時期比較で５０名の増となっております。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入です。 

  １款、保険料、１項、後期高齢者保険料で、７，９９７万７，０００円と定めており

ます。 

  以下、２款、繰入金で１億４，２０４万３，０００円、３款、繰越金で１万円、４款、

諸収入で１２４万円。 

  歳入合計といたしまして、２億２，３２７万円と定めております。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、総務管理費及び２項、徴収費で、２６４万３，０００円と定め

ております。 

  以下、２款、後期高齢者広域連合納付金で２億１，９２０万１，０００円、３款、保

健事業費で１２３万８，０００円、４款、公債費で１８万８，０００円。 

  歳出合計といたしまして、２億２，３２７万円と定めております。 

  次のページの歳入歳出予算事項別明細書、総括につきましては、お目通しをお願いい

たします。 

  その下、５ページからお願いいたします。 

  歳入でございます。 

  １款、保険料、１目、後期高齢者保険料、本年度７，９９７万７，０００円で、対前

年度当初比較では４２０万７，０００円の増でございます。これにつきましては、広域

連合での試算された数字を計上しております。 

  １節、現年度分徴収保険料で７，９７１万６，０００円、内訳といたしまして、現年

度分特別徴収保険料が５，２０６万１，０００円、現年度分普通徴収保険料が２，７６

５万５，０００円、それぞれを見込んでおります。 

  ２節の滞納繰り越し分保険料は２６万１，０００円です。 

  次に、２款、繰入金、１目、一般会計繰入金で１億４，２０４万３，０００円で、療

養給付費繰入金でございますけれども、これも広域連合で試算された額に基づいて計上
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させていただいております。 

  その下、３款、繰越金は１万円を措置しております。 

  ４款、諸収入、１目、過料から、次のページ、４款、１目の町預金利子及び１目、雑

入につきましては、それぞれ前年度と同額を措置させていただいております。 

  次に、歳出をお願いいたします。 

  １款、総務費、１目、一般管理費で、本年度２０４万８，０００円を計上しておりま

す。これは、申請書、被保険者証等に関する経費でございます。 

  その下、２項、徴収費で５９万５，０００円、これは、徴収関係の経費でございます。 

  ２款、後期高齢者医療広域連合納付金、１目、後期高齢者医療広域連合納付金で、次

のページをお願いいたします。本年度２億１，９２０万１，０００円を計上しておりま

す。これは、歳入で見込んでおります徴収保険料等を広域連合へ納付するものでござい

ます。 

  ３款、保健事業費、１目、保健衛生普及費として１２３万８，０００円を計上してお

ります。これは、人間ドック補助金でございます。昨年度より、後期高齢者医療も人間

ドックを実施しております。内容は国保の人間ドックと同じで、自己負担も国保と同じ

１割の負担になっております。契約を行っております５医療機関で実施することができ

ます。 

  次に、４款、公債費で１８万８，０００円、これも前年同額を措置しております。 

  以上でございます。ご承認賜わりますようよろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案第２４号をお願いいたします。 

  議案第２４号、平成２３年度上富田町特別会計介護保険予算。 

  平成２３年度上富田町の特別会計介護保険予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１億４，８５０万８，０００円

と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 
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  １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  ２号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款項

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  平成２３年３月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  この会計におけます２月末現在の６５歳以上の第１号被保険者数は３，２０９名で、

昨年同時期と比較いたしまして２１名の増となっております。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入。 

  １款、保険料、１項、介護保険料で１億８，０２６万８，０００円と定めております。 

  以下、２款、使用料及び手数料で１，０００円、３款、国庫支出金、１項、国庫負担

金及び２項、国庫補助金で２億７，４７５万９，０００円、４款、支払基金交付金で３

億２，５０６万１，０００円、５款、県支出金、１項、県負担金及び２項、県補助金で

１億６，０４６万円、６款、財産収入で１万６，０００円、７款、繰入金、１項、一般

会計繰入金及び２項、基金繰入金で２億１６２万円、８款、繰越金で１万円、９款、諸

収入、１項、町預金利子及び２項雑入で６３１万３，０００円。 

  歳入合計といたしまして、１１億４，８５０万８，０００円と定めております。 

  次のページ、歳出をお願いいたします。 

  １款、総務費、１項、総務管理費及び２項、徴収費、３項、介護認定調査費で３，８

０７万２，０００円と定めております。 

  以下、２款、保険給付費、１項、介護サービス等諸費から６項、特定入所者介護サー

ビス等費で１０億６，６９６万円、３款、公債費で１５０万円、４款、地域支援事業費、

１項、介護予防事業費及び２項、包括的支援事業・任意事業費で４，１９７万６，００

０円。 

  歳出合計といたしまして、１１億４，８５０万８，０００円と定めております。 

  次の５ページと６ページの歳入歳出予算事項別明細書、総括につきましては、お目通

しをお願いいたします。 

  ７ページの歳入からお願いいたします。 

  １款、保険料、１目、第１号被保険者保険料、本年度１億８，０２６万８，０００円

を計上しております。第４期保険料としての負担割合は２０％で、昨年と同じでござい

ます。１節、現年度分１億７，９９０万８，０００円で、特別徴収保険料が１億６，８

００万、普通徴収保険料が１，１９０万８，０００円でございます。２節、滞納繰り越
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し分では３６万円を見込んで計上しております。 

  次に、２款、使用料及び手数料で、１目、督促手数料で、昨年同額の１，０００円で

す。 

  ３款、国庫支出金、１目、介護給付費負担金では１億９，０８９万２，０００円を計

上しております。これは、負担割合の１７．９％を見込んでおります。 

  ２項、国庫補助金、１目、調整交付金で７，４６８万７，０００円、これは、負担割

合の７％を見込んでおります。 

  ２目、介護予防事業交付金で４１４万４，０００円、３目、包括的支援・任意事業交

付金で５０３万６，０００円。 

  合計といたしまして、８，３８６万７，０００円を計上しております。 

  次のページをお願いいたします。 

  ４款、支払基金交付金、１目、介護給付費交付金、本年度３億２，００８万８，００

０円、これは負担割合の３０％を見込んでおります。 

  合計といたしまして、３億２，５０６万１，０００円を計上しております。 

  ５款、県支出金、１目、介護給付費負担金で１億５，５８７万円で、これは負担割合

の１４．６％を見込んでおります。 

  ２項、県補助金では、１目、介護予防事業交付金及び２目、包括的支援・任意事業交

付金で４５９万円を措置しております。 

  ６款、財産収入、１目、利子及び配当金で１万６，０００円を計上しております。こ

れは基金の預金利子でございます。 

  ７款、繰入金、１目、介護給付費繰入金は、本年度１億３，３３７万円で、これは負

担割合の１２．５％を見込んでおります。 

  ２目、その他一般会計繰入金で３，９５４万２，０００円、３目、介護予防給付費繰

入金で２０７万２，０００円、４目、包括的支援事業費繰入金で２５１万８，０００円、

５目、包括的支援町単独事業費繰入金で６４９万６，０００円。 

  一般会計繰入金合計といたしまして、１億８，３９９万８，０００円を計上しており

ます。 

  ２項、基金繰入金では、１目、介護保険臨時特例基金繰入金で２２５万７，０００円

を、これは負担割合の０．２％と見込んでおります。 

  ２目、介護給付費準備基金繰入金では１，５３６万５，０００円で、負担割合の１．

４％を見込んでおります。 

  基金繰入金といたしまして、全体で１，７６２万２，０００円を計上しております。 

  本予算執行後の基金残高は、１７６万４，０６７円となる予定でございます。 
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  ８款、繰越金、１目、繰越金で１万円を措置しております。 

  次のページをお願いいたします。 

  ９款、諸収入、１目、町預金利子で１，０００円を、２項、雑入では、１目、第三者

納付金と２目、返納金でそれぞれ１，０００円を、３目、新予防給付サービス計画費収

入で６３１万円を計上しております。これは、要支援１、２のケアプラン作成料でござ

います。 

  次に、歳出をお願いいたします。 

  １款、総務費、１目、一般管理費、本年度３，４１９万８，０００円を計上しており

ます。対前年度当初比較で３２９万２，０００円の増となっております。主なものとい

たしましては、職員３名分の人件費及び７節の賃金、臨時傭人料４６３万８，０００円

は３人分でございます。１３節、委託料２００万円は、平成２４年度から新たに３カ年

計画が始まります第５期介護保険事業計画策定のためのコンサルの業務委託料となって

おります。その他、所要の経費を措置させていただいております。 

  次のページをお願いいたします。 

  一般管理費合計では、３，４１９万８，０００円を計上しております。 

  次に、２項の徴収費は、昨年同額を措置しております。 

  ３項、介護認定調査費も、昨年同様、３１７万７，０００円を措置しております。事

務遂行の必要経費となっております。 

  次のページの、２款、保険給付費、１項、介護サービス等諸費は、介護認定、要介護

１から５の方が各サービスを利用した場合に給付するものでございます。本年度合計、

次のページをお願いいたします。１４ページでございます。９億３，６６０万円を計上

させていただいております。２月末現在の要介護認定者は４５６名で、昨年同時期より

６名の増となっております。そのうち、施設入所の方は１０２名、昨年同時期と比較い

たしまして４名の減となっております。 

  次の、２項、介護予防サービス等諸費につきましては、要支援の１及び２の認定者の

方が各サービスを利用した場合に給付するものでございます。本年度、一番下でござい

ますけれども、５，１６４万円を計上させていただいております。 

  なお、２月末現在の要支援１及び２の認定者の方は１５８名でございまして、昨年同

時期から比較しますと５名の増となっております。 

  次のページ、３項、その他諸費では、１目、審査支払手数料で１３８万円を計上して

おります。 

  次に、４項、高額介護サービス等費は、要支援、要介護認定者が各サービスの１割の

利用負担額が１カ月単位で上限を超えたときに払い戻すサービス費でございます。本年
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度も２，２６０万円を計上しております。 

  ５項、高額医療合算介護サービス等費は、各種医療保険の世帯に介護保険者がいる場

合、医療保険と介護保険の自己負担額を合算し、設定された限度額を超えたときに払い

戻すサービスでございます。本予算では国保１名、後期高齢者医療で８９名の、計９０

名を見込んで計上させていただいております。 

  次のページをお願いいたします。 

  次に、６項の特定入所者介護サービス等費です。低所得者の方に対しまして、施設の

居住費、食費の補足給付費として支払われるものでございます。本年度４，８２４万円

を計上しております。 

  ３款、公債費では、一時借入金の利子といたしまして１５０万円を措置しております。 

  ４款、地域支援事業費は、地域包括支援センターの運営経費等でございます。 

  次のページ、１項、介護予防事業費で、本年度１，６５７万８，０００円を計上させ

ていただいております。これは、特定高齢者施策、一般高齢者施策事業を実施するもの

で、「てんとうむし」教室でありますとかシニアエクササイズ事業などを予定しており

ます。なお、１３節、委託料、転倒予防教室のうち、「てんとうむし」教室については、

本年度より社会福祉協議会へ委託事業として委託させていただくことになっております。 

  ２項、包括的支援事業・任意事業費、１目、総務管理費で２８６万円でございます。

職員１名分の人件費、ケアプラン作成業務委託料で、愛の園、社会福祉協議会等へ、件

数で４３２件、うち新規が２４件、継続４０８件を予定しております。 

  次のページ、１８ページをお願いいたします。 

  ２目、介護予防ケアマネジメント町単独事業費といたしまして、９９４万６，０００

円を計上しております。主なものといたしましては、社協に委託しております生きがい

活動支援事業でございます。 

  ３目、総合相談・権利擁護事業費では５１４万２，０００円でございます。主なもの

といたしましては、職員１名分の人件費でございます。 

  ４目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費では５１４万６，０００円を計上

しております。主なものといたしましては、１３節、委託料で、包括支援センター職員

派遣委託料４７９万８，０００円でございます。これにつきましては、昨年より、社協

の方から主任介護支援専門員、いわゆる主任ケアマネを１名派遣してもらっております

ので、その職員の人件費に充てております。 

  ５目、任意事業費では２３０万４，０００円を計上しております。主なものといたし

ましては、家族介護等への支援費用でございます。 

  次のページをお願いいたします。 
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  地域包括支援センターで行います４款の地域支援事業費、全体で本年度２，５３９万

８，０００円を計上させていただいております。 

  次の、２１ページからの給与費明細書につきましては、お目通しのほどよろしくお願

いいたします。 

  以上でございます。何とぞご承認賜わりますようお願いいたします。 

                                           

△延  会 

○議長（奥田 誠） 

  お諮りします。 

  本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（奥田 誠） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、本日はこれにて延会することに決しました。 

  本日はこれにて延会します。 

  次回は、明日３月１０日午前９時３０分となっていますので、ご参集願います。 

  どうも本日はご苦労さまでございました。 

 

延会 午後２時５５分 


